
Ａpril. 2021
令和３年４月１日号
No.375４

こ
の
ま
ち
で
生
き
る

こ
の
ま
ち
で
生
き
る

特
集
特
集

広

報

広

報

「森・川・海」とひとが調和し共生する安らぎのまち

「森・川・海」とひとが調和し共生する安らぎのまち



❷2021.4.1

03　特集　このまちで生きる
　　〜歩んできた10年、そしてこれから歩む未来〜
20　市からのお知らせ
　　　新型コロナウイルスワクチン接種について／地域
　　　おこし協力隊便特別号／市の組織改編について ほか

23　まちの話題
　　　クウェート国復興支援感謝列車出発式／新聞コン
　　　クール文部科学大臣賞受賞／昭和三陸大津波88周
　　　年追悼／春の市民交流ＤＡＹ

　
　　

24　子育て情報
　　　にこにこルームみやこ／つどいの広場／
　　　４月のハッピーバースデイ ほか

26　市からのお知らせ
　　　野生鳥獣による農作物被害対策への協力 ほか

27　健康プラザ
　　　健康相談日程 ほか 

28　図書館情報
　　　市立図書館４月の特集 ほか

29　各種相談
　　　４月の各種無料相談日程  ほか

30　情報掲示板
　　　公民館・各市民団体などの催し ほか

32　お知らせ
　　　安庭山荘の今年の営業開始について ほか

34　市からのお知らせ、スタジオから

35　ふるさと博物館
　　　北上山地民俗資料館の資料紹介「昔のはき物」

36　まちの話題ピックアップ
　　　東日本大震災から10年目の追悼

目次
広報みやこ　No.375_Apr.2021

４月の 納期

４月の市税の納期
　固定資産税１期
４月の夜間・休日の納税相談窓口
【夜間】　○期日＝４月８日㈭・22日㈭
　　　　○時間＝午後５時15分〜８時
【休日】　�○期日＝４月25日㈰
　　　　○時間＝午前８時30分〜午後５時
※市役所への出入口は２階のみとします。ほかの出
入口は施錠されていますので、ご注意ください
※新型コロナウイルス感染症の発生状況により窓
口開設がない場合がありますので、来庁する際は
電話などで確認願います
■問い合わせ　市税務課収納係（☎68−9074）

【写真】３月11日に田老・防潮堤上で行われた

東日本大震災10周年追悼・伝承企画で黙祷する参加者
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■地震と津波の状況

▶地震発生日時　平成23年３月11日㈮午後２時46分ごろ

▶震源地　三陸沖北緯38度6.2分、東経142度51.6分、牡鹿半島の東南東約130㌔付近

▶震源の深さ　約24㌔

▶地震の規模　マグニチュード9.0（平成23年３月13日気象庁発表）

▶震度　震度５強＝茂市、震度５弱＝五月町、鍬ヶ崎、長沢、田老、川井、門馬田代

▶津波の最大波　平成23年３月11日㈮午後３時26分　8.5㍍以上

■被害の状況

▶人的被害　死者517人（うち行方不明者94人）

▶住家被害　4,449棟（全壊2,677棟、大規模半壊688棟、半壊640棟、一部損壊444棟）

▶非住家被害　4,639棟（全壊3,291棟、大規模半壊647棟、半壊534棟、一部損壊167棟）

▶被害推計額　総額2,457億円

　※国・県の施設、鉄道、電信電話、電気事業者関係などの被害を除く

▶被災世帯　4,582世帯、11,979人

　※被災世帯数は罹
り

災程度が半壊以上、発災時数値

東日本大震災の概要東日本大震災の概要

東日本大震災。

地震や津波がまちを襲い、多くの人に悲しみを与えた未曾有の大災害から

10年が経過しました。

あの日からインフラや公共施設の再建・整備をはじめ、まちは復興への道

のりを一歩ずつ歩んできました。

宮古に住む私たちもそれぞれの人生において震災による影響を受けながら、

前を向いて生きてきました。

この10年で私たちは何を見て、感じ、変わってきたのか。

これまでの歩みを振り返り、これからの未来を考えます。

このまちで生きる
〜歩んできた10年、そしてこれから歩む未来〜
特集

広
報2021.4.12021.4.1❸❸
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平
成

23
年

３
月
11
日

東
日
本
大
震
災
発
生

３
月
25
日

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
を
開
始

５
月
６
日

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
被
災
地
を
ご
訪
問 

❶

５
月
15
日

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
を
順
次
開
始

６
月
26
日

宮
古
市
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
合
同
慰
霊
祭
を
挙
行

７
月
25
日

応
急
仮
設
住
宅
が
全
て
完
成
（
62
箇
所
、
２
０
１
０
戸
）

８
月
10
日

指
定
避
難
所
を
全
て
閉
鎖
（
最
大
時
85
箇
所
、
８
８
８
９
人
が
避
難
）

10
月
31
日

宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
（
基
本
計
画
）
を
策
定

平
成

24
年

２
月
10
日

国
が
復
興
庁
を
設
置
し
、
盛
岡
市
に
岩
手
復
興
局
、
宮
古
市
と
釜
石
市
に
支
所

を
設
置

３
月
11
日

宮
古
市
東
日
本
大
震
災
1
周
年
追
悼
式
を
挙
行

３
月
30
日

宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
（
推
進
計
画
）
を
策
定

４
月

震
災
が
れ
き
の
仮
設
焼
却
炉
が
稼
働

７
月
２
日

宮
古
市
役
所
本
庁
舎
１
階
フ
ロ
ア
が
復
旧

平
成

25
年

５
月
24
日

三
陸
復
興
国
立
公
園
が
創
設

７
月
６
日

宮
古
市
広
域
総
合
交
流
促
進
施
設
「
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
」
が
復
旧
し
、
営
業

を
再
開 

❷

８
月
26
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
み
や
こ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
」
が
開
局

平
成

26
年

1
月
15
日

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
を
開
始

３
月
31
日

震
災
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
完
了

４
月
６
日

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
「
小
本
ー
田
野
畑
間
」
の
運
転
再
開
に
よ
り
、
全
線
運

転
再
開 

❸

５
月
24
日

環
境
省
整
備
の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
中
の
浜
が
オ
ー
プ
ン

12
月
21
日

宮
古
市
民
文
化
会
館
復
旧
。
市
民
に
よ
る
舞
台
芸
術
発
表
を
開
催 

❹

４
月
24
日

宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年
記
念 

開
港
時
代
行
列
・
記
念
式
典
を
挙
行 

❺

あ
の
日
か
ら

あ
の
日
か
ら
1010
年
の
歩
み

年
の
歩
み

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
地
震
や
津
波
で
破
壊
さ
れ
た
ま
ち
は
、
一
歩
ず
つ
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

震
災
後
の
10
年
の
歩
み
を
年
表
で
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
思
い
を
山
本
正
德
宮
古
市
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　

❶❶

❷❷

⓬⓬

⓫⓫

❿❿

❾❾

❽❽

❼❼

❻❻

❺❺

❹❹

❸❸
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平
成

27
年

６
月
14
日

宮
古
市
新
市
10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

９
月

田
老
地
区
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
宅
地
（
１
５
９
戸
）
が
完
成

11
月
22
日

田
老
ま
ち
び
ら
き
記
念
式
を
挙
行

平
成

28
年

３
月
７
日

川
崎
近
海
汽
船
㈱
が
フ
ェ
リ
ー
新
航
路
「
宮
古
ー
室
蘭
」
開
設
を
正
式
決
定

４
月
１
日

津
波
遺
構
「
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
」
の
保
存
整
備
工
事
が
完
了
し
、
一
般
公
開

を
開
始

４
月
22
日

田
老
野
球
場
が
移
転
復
旧
し
、
こ
け
ら
落
と
し
の
試
合
を
開
催 

❻

８
月
30
日

平
成
28
年
台
風
第
10
号
の
大
雨
で
、
道
路
の
決
壊
や
橋
の
流
出
、
住
宅
地
へ
の

浸
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生

10
月
２
日

〜
10
日

第
71
回
国
民
体
育
大
会
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
の
セ
ー
リ
ン
グ
お
よ
び
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
会
を
開
催 

❼

平
成

29
年

２
月

山
口
災
害
住
宅
の
入
居
を
開
始
（
市
内
整
備
25
団
地
７
６
６
戸
全
て
完
成
）

７
月
12
日

復
旧
し
た
宮
古
運
動
公
園
の
落
成
式
を
挙
行

10
月
28
日

鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
ま
ち
び
ら
き
記
念
式
を
挙
行 

❽

11
月
19
日

三
陸
沿
岸
道
路
「
山
田
Ｉ
Ｃ
ー
宮
古
南
Ｉ
Ｃ
間
」
が
供
用
を
開
始
（
震
災
後
に
事

業
着
手
し
た
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
と
し
て
は
初
の
開
通
区
間
） 

❾

平
成

30
年

４
月
７
日

道
の
駅
た
ろ
う
が
全
施
設
完
成
に
伴
い
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

５
月
１
日

東
日
本
大
震
災
や
平
成
28
年
台
風
第
10
号
豪
雨
被
害
を
踏
ま
え
、
改
訂
し
た
宮

古
市
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布

６
月
22
日

川
崎
近
海
汽
船
㈱
が
フ
ェ
リ
ー
新
航
路
「
宮
古
ー
室
蘭
」
の
営
業
を
開
始

９
月
２
日

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
落
成
記
念
式
典

９
月
28
日

宮
古
市
役
所
閉
庁
式

10
月
１
日

宮
古
市
役
所
開
庁
式
、
宮
古
駅
南
北
自
由
通
路
・
ク
ロ
ス
デ
ッ
キ
開
通
式
、
イ
ー

ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
供
用
開
始 

❿

11
月
29
日

一
般
国
道
３
４
０
号
「
立
丸
峠
工
区
」（
復
興
支
援
道
路
）
が
全
線
開
通

平
成

31
年

令
和

元
年

３
月
23
日

Ｊ
Ｒ
山
田
線
「
宮
古
ー
釜
石
間
」
が
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
と
し
て
運
行
を
開
始
（
同

時
に
「
八
木
沢
・
宮
古
短
大
駅
」「
払
川
駅
」
が
新
規
に
開
業
）

５
月
１
日

天
皇
陛
下
即
位
に
伴
い
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
改
元

10
月
12
日

令
和
元
年
台
風
第
19
号
の
大
雨
で
、
道
路
の
決
壊
や
住
宅
地
へ
の
浸
水
、
土
砂

崩
れ
な
ど
が
発
生

令
和

２
年

５
月
18
日

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
「
新
田
老
駅
」
開
業

７
月
12
日

三
陸
沿
岸
道
路
「
宮
古
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ー
田
老
真
崎
海
岸
Ｉ
Ｃ
」
宮
古
盛
岡
横
断

道
路
「
宮
古
港
Ｉ
Ｃ
ー
宮
古
中
央
Ｉ
Ｃ
」
が
供
用
を
開
始

12
月
５
日

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
「
区
界
ー
簗
川
間
」（
復
興
支
援
道
路
）
が
供
用
を
開
始 

⓫

12
月
19
日

宮
古
市
新
市
15
周
年
・
川
井
村
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

令
和

３
年

１
月
11
日

み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
ラ
ス
ト
ラ
ン 

⓬

３
月
11
日

宮
古
市
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
を
挙
行

　

　

　
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〝
宮
古
市
は
必
ず
や
復
興
し
ま
す
〟

呼
び
掛
け
に
込
め
た
思
い

　

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、
市

長
と
し
て
、
私
が
ま
ち
の
先
頭
に

立
っ
て
災
害
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
目
の

前
で
起
き
た
未
曾
有
の
大
災
害
に

対
し
て
不
安
、
恐
怖
な
ど
動
揺
状

態
に
あ
る
市
民
に
ま
ず
安
心
感
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
、
が
れ
き
の
撤
去
な
ど

を
行
う
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
、

職
員
に
勇
気
を
送
り
た
い
と
思
い
、

防
災
行
政
無
線
で
「
宮
古
市
は
必

ず
や
復
興
し
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。
最
初
は
防

災
行
政
無
線
で
市
長
の
言
葉
を
発

信
す
る
と
い
う
の
は
趣
旨
が
違
う

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
場
で
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
私
が
、
災
害
に
立
ち
向
か
う
多

く
の
方
々
に
少
し
で
も
前
を
向
い

て
も
ら
う
た
め
に
自
分
が
で
き
る

こ
と
は
こ
れ
し
か
な
い
と
思
い
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

支
援
へ
の
感
謝
。
震
災
に
立
ち
向

か
っ
た
〝
同
志
〟
と
の
絆

　

こ
れ
ま
で
姉
妹
都
市
や
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
相
互
援
助
協
定

を
結
ん
で
い
る
都
市
を
は
じ
め
、
宮

古
市
の
こ
と
を
思
っ
て
く
だ
さ
る
全

国
の
自
治
体
、
企
業
、
世
界
各
国

の
多
く
の
方
々
か
ら
物
資
や
人
的

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
災
害
派

遣
な
ど
で
災
害
か
ら
の
復
旧
、
復

興
の
た
め
と
も
に
汗
を
流
し
、
奮

闘
し
た
方
々
は
い
つ
ま
で
も〝
仲
間
〟

で
あ
り
〝
同
志
〟
で
す
。
ど
こ
の
被

災
地
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

全
国
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

今
の
ま
ち
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
古
を
思
っ
て
く
れ
る
方
々
や

ま
ち
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
未
来
に
向

か
っ
て
希
望
を
も
っ
て
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

と
も
に
10
年

宮古市長　山本　正德

特集　このまちで生きる
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写
真
で
見
る
10
年
の
歩
み

重茂・里地区重茂・里地区

　
市
内
各
地
の
被
災
当
時
の
写
真
と
、
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、
復
興
の
状
況

を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

平成23年３月21日撮影平成23年３月21日撮影

令和３年３月８日撮影令和３年３月８日撮影

　被災当時は、重茂漁港や防潮堤など

が津波により押し流され、重茂漁協の

管理棟のみが残っていました。

　現在は、重茂漁協のふ化施設が整備

され、奥側には防潮堤が整備されまし

た。

【被災当時】【被災当時】

令和３年３月８日撮影令和３年３月８日撮影

　被災当時は、津波により

ヨットハーバーだけでなく

駐車場や桟橋が被災しまし

た。平成26年には復旧し、

平成28年10月には希望郷い

わて国体のヨット競技会場

となりました。

神林地区神林地区

平成23年６月３日撮影平成23年６月３日撮影

リアスハーバーは復旧後、さ

まざまなイベントが行われて

います（宮古港ボート天国、

令和元年８月４日撮影）

新しい交流の拠点が誕生するなど、ま

ちも少しずつ変わってきています（宮

古市重茂水産体験交流館の開所式、令

和３年１月８日撮影）

EventEvent

EventEvent

【被災当時】【被災当時】

【現在】【現在】

【現在】【現在】
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鍬ヶ崎地区鍬ヶ崎地区

田老地区田老地区

平成23年３月13日撮影平成23年３月13日撮影

令和３年３月８日撮影令和３年３月８日撮影

平成23年３月28日撮影平成23年３月28日撮影

令和３年３月８日撮影令和３年３月８日撮影

　被災当時は、港町のドックで整備中だった浄土ヶ

浜遊覧船が陸地に打ち揚げられ、周辺には被災し

た家屋のがれきが山積みされていました。

　現在は、土地区画整理事業が平成29年度に完

了し、写真中央には、岩手県初となるラウンドア

バウトが整備され、住宅も建築されつつあります。

　被災当時は、写真中央を左右に流れる長
おさ

内
ない

川

までがれきが流れ込んでおり、国道45号はアス

ファルトが剥がれ、地面が露わになっていました。

　現在は、土地区画整理事業が完了し、写真中

央には、移転した田老野球場や道の駅たろうが

整備されました。

震災後、整備された七滝公園ではさま

ざまな催しが行われています（七滝公

園夏まつり、令和元年８月11日撮影）

道の駅たろうは、観光、食など田老の

情報発信の拠点となっています（田老

鮭・あわび祭り、令和元年11月21日撮影）

EventEvent

EventEvent

浄土ヶ浜遊覧船浄土ヶ浜遊覧船

特集　このまちで生きる

【被災当時】【被災当時】

【被災当時】【被災当時】

【現在】【現在】

【現在】【現在】

ラウンドアバウトラウンドアバウト



　東日本大震災の津波でまちの光景が一変した地区の一つである鍬ヶ崎地区。住民は市の他、
さまざまな復興支援団体とともに、よりよいまちを目指して歩みを進めてきました。
　昨年、鍬ヶ崎に新たなイベントが生まれるなど、まちは新たな一歩を踏み出しています。
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鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
宮
古
湾
の
北
端
、

閉
伊
川
の
河
口
部
に
位
置
し
、
歴
史
は

古
く
宮
古
の
玄
関
口
と
し
て
の
航
路
や

漁
業
の
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
前
は
、
魚
市
場
や
水
産

関
係
加
工
施
設
が
立
地
し
、
そ
の
背
後

に
は
ホ
テ
ル
、
商
店
、
銭
湯
な
ど
で
商
業

地
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

「「まちまちの10年」の10年」鍬ヶ崎の移り変わり鍬ヶ崎の移り変わり

東
日
本
大
震
災
前
の
鍬
ヶ
崎
地
区

津
波
に
よ
る
鍬
ヶ
崎
地
区
の

被
害
状
況

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
宮
古
湾
か
ら

巨
大
津
波
が
住
宅
や
商
店
、
大
正
・
昭

和
時
代
の
モ
ダ
ン
な
洋
風
建
造
物
な
ど

を
押
し
流
し
、
蛸
の
浜
か
ら
も
津
波
が

越
え
て
き
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
地
区
の
う

ち
日
影
町
の
他
、
鍬
ヶ
崎
上
町
・
仲

町
・
下
町
の
う
ち
、
山
側
の
高
い
所
の

住
居
は
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

３
町
の
平
坦
部
分
の
他
、
蛸
の
浜
町
や

熊
野
町
の
平
地
部
分
、
臨
港
通
、
港
町
、

日
立
浜
町
、
山
根
町
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
浸
水
面
積
は
39
・
１

㌶
に
わ
た
り
、
最
大
浸
水
深
は
９
・
０

㍍
に
達
し
ま
し
た
（
右
上
の
図
参
照
）。

被
害
家
屋
は
、
全
壊
６
４
６
戸
、
半
壊

１
３
６
戸
、
床
上
浸
水
33
戸
の
計
８
１

５
戸
で
、
建
物
被
害
は
約
８
０
０
棟
に

の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、
流
失
を
は
じ
め

と
す
る
全
壊
被
害
が
約
88
％
を
占
め
ま

し
た
。
人
的
被
害
は
57
人
と
な
り
ま
し

た
。
（
鍬
ヶ
崎
地
区
の
震
災
当
時
と
現

在
の
写
真
比
較
は
７
㌻
参
照
）　

復
興
に
向
け
て
住
民
、
行
政
、

各
関
係
機
関
が
連
携
す
る

　

地
域
の
住
民
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

平
成
23
年
９
月
30
日
に
「
第
１
回
地
区

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
会
」を
開
催
。
住
宅
・

産
業
な
ど
の
土
地
利
用
や
防
災
な
ど
の

方
針
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。
検
討
会
は
全
４
回
を
数
え
、
住
民

ら
が
議
論
を
重
ね
た
そ
の
内
容
を
基
に
、

平
成
24
年
２
月
17
日
に
市
へ
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。
提
言
を
受
け
た
市
は
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
と
平
成

24
年
４
月
11
日
に
復
興
事
業
推
進
協
力

協
定
を
締
結
。
海
側
は
水
産
加
工
場
や

保
冷
施
設
、
魚
市
場
の
産
業
エ
リ
ア
に
、

陸
側
は
商
店
や
郵
便
局
を
配
し
た
商
業

エ
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅
は
安
全
な

山
側
へ
集
め
、
高
台
へ
の
避
難
路
と
な
る

区
画
道
路
も
設
け
る
な
ど
、
暮
ら
し
や

す
さ
と
防
災
の
両
面
に
配
慮
し
た
ま
ち

に
す
る
た
め
の
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
同
時
に
「
宮
古
市
・
地
域
の
文
化

遺
産
を
活
用
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
」
が
「
鍬
ヶ
崎
坂
道
マ
ッ
プ
」

を
作
成
す
る
な
ど
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
、

固
有
の
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
12
日
に
は
災
害
時
の

渋
滞
緩
和
対
策
、
そ
し
て
ま
ち
の
復
興

（右上）青色で示した範囲が、

東日本大震災での鍬ヶ崎地区の

津波浸水域

（左下）露店が並び人が溢れ、

大漁旗がなびく第２回鍬ヶ崎元

気市の様子（令和２年12月６日）

広
報

鍬ヶ崎上町鍬ヶ崎上町

鍬ヶ崎仲町鍬ヶ崎仲町

鍬ヶ崎下町鍬ヶ崎下町

港町港町

山根町山根町

蛸の浜町蛸の浜町

臨港通臨港通
光岸地光岸地

日影町日影町 熊野町熊野町

日立浜町日立浜町
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　菱屋酒造店は嘉永

５年（1852年）創業

で168年の歴史があり

ます。

　東日本大震災で酒

を入れる樽は全部流

され、建物も半分失

われましたが、酒造

りに欠かせない「酒

室」は何とか被災を

逃れたので、酒造り

を続けることができました。たくさんお酒を購

入していただき何とか震災を乗り越えることが

できました。

　鍬ヶ崎出身なので、皆で力を合わせて活気の

ある港町に戻ればと思っています。できる限り

現役を続け、宮古で唯一の酒造会

社として、鍬ヶ崎の地から美味し

いお酒を皆さんにお届けしていき

たいと思っています。

❾

ーまちの人の声ー

　明治27年（1894年）

創業の宮古で一番古

い銭湯でした。東日

本大震災では、入浴

していたお客さんを高

台に避難させ、一人

の犠牲者も出さずに

すんだのですが、銭

湯は全壊してしまいま

した。

　「銭湯のない港町は

廃れる」という思いのもと、どうにか再開でき

ないかと奮闘しましたが、区画整理に時間を費

やし、体力・精神的にも限界を感じ、平成29年

に再開を断念しました。銭湯を復活させて、地

域の人や旅行者が集まる場所にできなかったこ

とが悔やまれます。

　宮古は鍬ヶ崎から始まったまち。このまちに活気

がないと、市全体の雰囲気に影響すると思ってい

ます。最近は鍬ヶ崎元気市が開催されたり、少し

ずつまちに変化が生まれてきています。元気な限り

鍬ヶ崎のにぎわいづくりに私も協力していきます。

津波にも負けず津波にも負けず
〝千両男山〟を造り続ける〝千両男山〟を造り続ける

津波に負けず、旨い酒を
鍬ヶ崎の地で造り続ける

震災から10年。これまでの感謝と未来への願
いを込めて今年２月にラベルリニューアルされ
た特別純米酒「港に朝日、水面の光」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
の
供
用
が
開
始

さ
れ
、
同
年
10
月
28
日
に
は
、
鍬
ヶ
崎
・

光
岸
地
地
区
の
ま
ち
び
ら
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
31
年
３
月
25
日
に
は
、

切
り
通
し
・
七
滝
・
清
水
公
園
が
一
般

に
公
開
さ
れ
、
鍬
ヶ
崎
の
ま
ち
が
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

鍬
ヶ
崎
地
区
の
世
帯
数
・
人
口
の
変
化

を
震
災
前
と
現
在
で
比
較
す
る
と
、
左

記
表
の
と
お
り
、
人
口
は
震
災
前
の
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ

う
し
た
現
状
を
打
開
す
べ
く
、
地
区
住

民
ら
は
地
域
を
に
ぎ
や
か
に
す
る
た
め

の
方
法
を
考
え
は
じ
め
ま
す
。

復活の夢は途絶えるも･･
にぎわい作りに協力したい

行政区
震災前の世帯数（人口）
平成23年３月１日時点

震災後の世帯数（人口）
令和３年３月１日時点

鍬ヶ崎上町  131世帯  （299人）  62世帯　（113人）

鍬ヶ崎仲町   54世帯  （119人）  28世帯　（50人）

鍬ヶ崎下町  160世帯  （355人）  60世帯　（123人）

    日影町  124世帯  （306人） 120世帯  （245人）

    熊野町  137世帯  （346人） 101世帯  （230人）

  蛸の浜町  142世帯  （341人）  64世帯　（119人）

    山根町   79世帯　（200人）  46世帯　（103人）

      港町   66世帯　（166人）  38世帯　（59人）

  日立浜町  134世帯　（320人）  76世帯　（161人）

合計 1027世帯（2,452人） 595世帯  （1,203人）
　　　

株
式
会
社
か
け
あ
し
の
会
が
鍬
ヶ
崎

に
移
転
し
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
地
域
住
民
と
事
業
者
が
企
画
・

運
営
す
る
「
第
１
回
鍬
ヶ
崎
元
気
市
」

が
令
和
２
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
元
気
市
に
は
約
20
店
舗
も
の
露

店
が
並
び
、
震
災
後
、
鍬
ヶ
崎
を
離
れ

た
人
た
ち
が
再
会
す
る
な
ど
、
空
き
地

が
多
く
な
っ
た
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
催

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
株
式
会
社
か
け

あ
し
の
会
代
表
の
菅
原
則
夫
さ
ん
（
59
）

は
「
鍬
ヶ
崎
の
人
た
ち
は
元
気
市
開
催

に
あ
た
り
、
ゴ
ミ
拾
い
や
交
通
整
理
な

ど
、
協
力
し
て
く
れ
て
と
て
も
あ
り
が

た
い
。
か
つ
て
の
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

し
た
い
、
と
い
う
住
民
の
強
い
思
い
と

と
も
に
こ
れ
か
ら
も
鍬
ヶ
崎
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
か
つ

て
江
戸
時
代
に
は
〝
南
部
領
内
随
一
〟

と
言
わ
れ
、
栄
え
た
歴
史
の
あ
る
ま
ち

に
新
た
な
息
吹
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
が
鍬
ヶ
崎
の

ま
ち
に
活
気
を
も
た
ら
す

「元気市を長く続くイベント
にしたい」と話す菅原さん

株式会社菱屋酒造店杜氏

腹
は ら こ

子慎
しん

さん（65）

元七滝湯経営

袰岩政
ま さ こ

子さん（81）

（表）鍬ヶ崎地区の東日本大震災前と現在の世帯数・人口比較

広
報

特集　このまちで生きる



令和２年度の宮古商工高校津波模型班の生徒の皆さん

（左から三浦誠
まさ

也
や

さん、山崎優
ゆう

人
じん

さん、後川友
ゆう

雅
が

さん、佐竹蓮さん、山内流星さん、盛合大
ひろ

輝
き

さん）

　
東
日
本
大
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
が
、津
波
の
恐
ろ
し
さ
や
教
訓
を
ど
う〝
学
び
〟そ
し
て
、〝
伝
承
〟し
て
い
く
か
。

「
震
災
学
習
」
は
教
育
現
場
に
課
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
で
す
。
市
内
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
か
ら
宮
古
小

学
校
と
宮
古
商
工
高
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

❿2021.4.1

　

宮
古
商
工
高
校
（
菅
原
一か

つ

志し

校
長
、

生
徒
５
１
４
人
）
（
３
月
16
日
時
点
）

の
機
械
科
津
波
模
型
班
は
、
研
究
の
一

環
で
津
波
の
動
き
を
再
現
で
き
る
模
型

を
製
作
し
、
市
内
の
小
中
学
校
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
「
防

災
出
前
授
業
」
を

行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
研
究
は

「
津
波
犠
牲
者
を

な
く
す
」
こ
と
を

目
標
に
宮
古
工
業

高
校
時
代
の
平
成

17
年
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。
模

型
は
地
形
図
な
ど

を
基
に
、
ベ
ニ
ヤ

板
や
紙
粘
土
な
ど

で
町
並
み
や
海
岸

線
を
再
現
。
実
演

す
る
学
校
や
地
域
に
合
わ
せ
て
田
老
や

藤
原
・
磯
鶏
な
ど
、
こ
れ
ま
で
12
基
を

制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

模
型
に
津
波
に
見
立
て
た
水
を
流
し

込
む
と
、
住
宅
や
商
店
の
模
型
が
浸
水

す
る
仕
組
み
で
、
第
1
波
、
第
２
波
ま

で
の
津
波
の
動
き
を
再
現
し
ま
す
。
平

成
27
年
に
は
水
防
災
の
発
展
に
貢
献
し

た
と
し
て
日
本
水
大

賞
委
員
会
、
国
土
交

通
省
か
ら
「
第
17
回

日
本
水
大
賞
」（
国

内
で
水
環
境
問
題
に

取
り
組
む
個
人
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学

校
や
企
業
な
ど
に
贈

ら
れ
る
賞
）
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
っ
た
「
出
前
防
災

授
業
」
は
２
０
０
回

を
数
え
ま
す
。

　

後
川
友
雅
さ
ん
は

宮
古
商
工
高
校
・
津
波
模
型
班

津
波
の
脅
威
を
伝
え
続
け
、

２
０
０
回
の
節
目
を
迎
え
る

「
津
波
の
人
的
被
害
を
最
小
限
に
す
る
に

は
一
人
一
人
が
ど
こ
に
逃
げ
れ
ば
良
い

か
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
。
後
輩

た
ち
に
は
出
前
授
業
を
通
じ
て
〝
一
人

で
も
犠
牲
者
を
少
な
く
す
る
〟
と
い
う

目
標
を
引
き
継
ぎ
活
動
を
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
　

　

平
成
17
年
の
設
立
当
初
か
ら
津
波
模

型
班
を
指
導
す
る
同
校
元
実
習
教
諭
の

山
野
目
弘
さ
ん
（
68
）。
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
同
年
に
北
海
道
・
東

北
で
規
模
の
小
さ
い
地
震
が
多
発
し
て

お
り
、
万
が
一
津
波
が
発
生
し
た
時
に

外
海
と
内
海
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
で
し
た
。

津
波
模
型
は
単
純
な
作
り
に
見
え
ま
す

が
、
実
際
の
土
地
の
高
低
差
を
正
確
に

表
現
す
る
な
ど
繊
細
で
難
し
い
作
業
も

あ
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
完
成
度

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
模
型
作
り
を
高

校
生
が
す
る
意
味
に
つ
い
て
「
生
徒
自

身
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
小
学
校
や
公
民
館
な
ど
人
前
で
説

明
す
る
こ
と
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
指
導
し
て
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

山
野
目
さ
ん
は
、
地
域
の
自
主
防
災

会
に
属
し
、
定
期
的
に
避
難
訓
練
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練
と
津
波
模

津
波
と
向
き
合
う
10
年
間

防
災
に
担
い
手
が
増
え
れ
ば

「「
学
校
学
校
のの
10
年
」 

私
た
ち
が
学
ぶ
理
由

広
報

鍬ヶ崎小学校で児童を前に模型を使って津波の動きを説
明する宮古商工高校の津波模型班の生徒



津波模型の作り方について説明する宮古商
工高校元実習教諭の山野目さん
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宮
古
小
学
校
復
興
教
育
学
習

　

平
成
24
年
か
ら
宮
古
小
学
校
で
は
、「
ふ

る
さ
と
の
復
興
を
担
う
『
人
づ
く
り
』
の

展
開
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
震
災
学
習
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、国
語
、社
会
、体
育
、

特
別
活
動
を
中
心
と
し
た
授
業
の
中
で

〝
命
〟〝
こ
こ
ろ
〟〝
つ
な
が
り
〟〝
ふ
る
さ
と
〟

な
ど
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
欠
か

せ
な
い
事
柄
を
学
ぶ
授
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
行
う
避
難
訓
練
に
参

加
し
、
避
難
所
開
設
を
体
験
し
た
り
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
田
老
地
区
で
の

見
学
学
習
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
家
族
で
登
下
校

中
の
避
難
場
所
・
集
合
場
所

を
確
か
め
あ
う
『
我
が
家
の
津
波
防

災
計
画
』
の
作
成
・
学
区
内
に
あ
る
震

災
関
連
の
場
所
を
問
題
を
解
い
て
巡
る

『
ハ
ザ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
』、
防

災
士
に
よ
る
出
前
授
業
や
復
興
教
育
学

習
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
あ
う『
３
・

11
の
命
を
守
る
会
』
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
延
べ
４
４
７
人

の
児
童
が
、
こ
の
復
興
教
育
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
け
て
、
防
災
力
を
身
に
つ

け
て
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

　　

復
興
教
育
学
習
を
担
当
す
る
宮
古
小

学
校
教
諭
の
今
津
み
ど
り
さ
ん
（
46
）

は
「
年
々
、
震
災
を
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
い
く
な
か
で
〝
効
果
の

防
災
力
を
備
え
た

子
ど
も
を
育
て
る
教
育

あ
る
防
災
教
育
と
は
何
か
〟
と
日
々
考

え
て
い
る
。
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭

も
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
し
、
震
災
の
こ

と
を
伝
え
ら
れ
る
人
、
自
分
の
命
を
守

り
、
周
り
の
人
の
命
も
救
え
る
人
を
一

人
で
も
多
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

宮
古
・
第
一
中
学
校
（
取
材
時
は
宮
古

小
学
校
６
年
）
の
野
﨑
龍

り
ゅ
う

成せ
い

さ
ん
は
「
震

災
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
習
を
通

じ
て
、
商
店
街
で
働
く
人
や
漁
業
関
係

者
の
人
か
ら
当
時
の
大
変
な
状
況
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
一
番
感
じ
た
こ
と
は

「
ど
ん
な
被
害
を
受
け
て
も
、
家
族
や

周
り
の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
れ
ば
時

間
は
か
か
っ
た
と
し
て
も
立
ち
直
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
第
一
に
命
を
守
る

行
動
を
す
る
こ
と
が
大
事
と
学
ん
だ
」

と
話
し
ま
す
。　

型
班
の
出
前
授
業
に
つ
い
て
「
何
も
知

識
が
な
い
状
態
で
、
い
ざ
避
難
す
る
事

態
に
直
面
す
る
と
迷
う
こ
と
ば
か
り
だ

と
思
う
。
10
回
津
波
が
起
き
て
も
、
10

回
と
も
逃
げ
ら
れ
る
人
や
地
域
に
し
た

い
と
思
い
、
津
波
模
型
班
の
授
業
が
、

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
、
避
難
訓

練
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
の
10
年
間
に
つ
い
て
「
模
型
作

り
を
通
し
て
、〝
津
波
〟
と
向
き
合
う
時

間
で
し
た
。
卒
業
し
て
い
っ
た
生
徒
た
ち

や
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
受
講
者
に
は
、
津

波
の
恐
ろ
し
さ
や
避
難
の
心
構
え
な
ど
を

周
り
の
人
た
ち
に
広
め
て
ほ
し
い
。
地
域

の
消
防
団
に
入
っ
た
り
、
防
災
に
つ
い
て
研

究
し
た
り
、
地
震
や
津
波
か
ら
自
分
た
ち

の
地
域
を
守
り
た
い
と
活
動
す
る
人
も
出

て
き
た
ら
う
れ
し
い
限
り
で
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

学
校
だ
け
で
な
く
、

家
庭
も
巻
き
込
ん
で
い
く

受
け
継
が
れ
る

〝
津
波
て
ん
で
ん
こ
〟
の
教
訓

広
報

１年間の復興教育学習をまとめた
冊子を手にする宮古小学校卒業生
の野﨑さん

復興教育学習について説明する宮古小学
校教諭・今津さん

盛岡市立仁王小学校との交流学習で復興教育学習を通して学
んだことを発表する宮古小学校児童（令和元年11月15日撮影）

特集　このまちで生きる
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東
日
本
大
震
災
後
の
６
月
に
宮
古
に

来
て
、
泥
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
し
ま
し
た
。
活
動
を
続
け
る
中
で
、

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
復
興

に
向
け
て
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、
こ
の

人
た
ち
と
一
緒
に
復
興
の
た
め
に
活
動

し
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
宮
古
に
残
る

こ
と
を
決
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
続

け
る
中
で
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
で
こ

の
ま
ち
に
何
か
を
残
し
た
い
と
考
え
、

平
成
25
年
に
「
ユ
ー
ス
み
や
っ
こ
ベ
ー

ス
」
を
立
ち
上
げ
、
高
校
生
な
ど
若
い

世
代
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
宮
古
市
に

来
て
か
ら
の
10
年
間
は
、
宮
古
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
活
動
し
て

き
た
時
間
で
し
た
。
復
興
の
先
の
未
来

を
見
据
え
、
自
分
が
関
わ
っ
た
こ
と
で

起
き
た
良
い
変
化
を
見
極
め
て
、
今
後

の
地
域
に
必
要
な
役
割
や
機
能
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
宮
古
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
継
続
し
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

を
上
手
く
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報

くれた人の10年くれた人の10年

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
は
大
阪
に
い

て
、
テ
レ
ビ
で
被
害
の
大
き
さ
を
知
り
、

少
し
で
も
被
災
地
の
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。

　

宮
古
で
は
、
高
校
生
を
含
む
地
元
の

方
々
が
率
先
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
中
で
知
り
合
っ
た

仲
間
と
一
緒
に
、
み
や
こ
秋
ま
つ
り
の
手

伝
い
な
ど
に
も
参
加
し
、
ま
ち
の
盛
り

上
が
り
に
驚
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま

す
。
私
は
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
だ
時
は
、

周
り
の
友
人
た
ち
と
世
間
話
を
し
た

り
、
一
緒
に
笑
っ
た
り
す
る
と
気
が
楽
に

な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
被
災
し
た

方
々
が
つ
ら
い
気
持
ち
を
少
し
の
間
だ

け
で
も
忘
れ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
被
災
し
、

大
変
な
状
況
の
方
々
か
ら
、
逆
に
私
が

元
気
を
も
ら
う
こ
と
も
多
く
、
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

10
年
が
経
過
し
、
今
で
も
交
流
が
続

い
て
い
る
方
々
も
多
く
、
つ
な
が
り
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
宮
古
市
が
他
県

か
ら
も
子
育
て
世
代
が
移
住
し
て
く
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
よ

う
応
援
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
宮
古
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、

良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
う
れ
し
い

　福岡県北九州市出身。震
災後の平成23年６月にボラン
ティア活動で来宮。その後、
宮古に定住し「高校生サミッ
ト」を開催するなど、若者の
社会参加を応援している。

被
災
し
た
方
々
の
心
に
少
し
で
も
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る

　大阪府門
かど

真
ま

市在住。震災後
の平成23年７月にボランティ
ア活動で来宮。その後、平成
28年台風第10号や令和元年台
風第19号の際もボランティア
を行いました。

ボランティアとして

ＮＰＯ法人「みやっこベース」
事務局長

早
はや

川
かわ

　輝
あきら

さん（34）

t.m.works代表

松
まつ

本
もと

俊
とし

也
や

さん（51）

宮
古
に

宮
古
に
貢
献
貢
献
し
て
く
れ
た
方
々

の
10
年

　
１
７
，
１
７
８
人
。
こ
の
人
数
が
何
を
示
す
数
字
か
皆
さ
ん
は
分
か
り
ま
す
か
？
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
時
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
平
成
23
年
３
月

13
日
〜
９
月
12
日
の
期
間
）
に
全
国
、
世
界
各
国
か
ら
宮
古
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
来
て
く
れ
た
方
々
の
人
数
で
す
（
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
調
べ
）。
　

　
ま
た
、市
に
は
全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら
延
べ
４
３
８
人
が
応
援
職
員
と
し
て
宮
古
の
復
興
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
６
人
の
方
に
宮
古
に
対
す
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

17,178
２



　被災者の生活相談や仮設住宅入居者への支

援など、被災者支援全般の仕事に携わりまし

た。その中で、市役所だけでなく、自治会や

消防、社会福祉協議会などさまざまな機関が

協力し合い、一丸となって復興に向かってい

たのが、特に印象的でした。

　災害に遭った場合、一人一人の力では限界

があります。周りの人たちと協力して取り組

むことで大きな成果につながることを改めて

学びました。宮古で過ごした時間は一生忘れ

られない宝になっています。これからもお世

話になった方々へ恩返しをしながら、宮古と

の関わりを大切に持ち続けます。

2021.4.1

　宮古市復興整備計画の策定や田老や鍬ヶ崎

の土地区画整理事業などさまざまな仕事に携

わりました。その中で、地域の皆さんの復興

に対する熱い思いや期待などを聞き、その時

に感じた「一日も早くまちづくりを進めなけれ

ばならない」という強い思いを原動力に仕事

に取り組みました。

　まちづくりの説明会では、難しい説明を少

しでもわかりやすく説明しようと努力する周

りの職員の皆さんの姿勢に感銘を受けました。

　コロナが落ち着いたら、お世話になった皆

さんに会いに、そして宮古の味や自然などを

堪能しに伺います。

派遣職員として

広
報⓭

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
、
原
動
力
に

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
、
原
動
力
に

周
り
と
の
協
力
が
一
番
の
力
に
な
る

周
り
と
の
協
力
が
一
番
の
力
に
な
る

　震災の影響を受けた水産物の県外への販売

促進などに携わりました。県外で宮古のＰＲ

をしていると「宮古の食材はおいしい」と声

をかけていただきました。私も宮古で食べた

海産物のおいしさが忘れられず、品川に戻っ

てからもワカメやカキなどを取り寄せて食べ

ています。

　被災した方々と関わる中で震災の怖さだけ

でなく、前を向いて生きる人の強さを学ぶこと

もできました。品川区のキャッチコピーに「わ！

しながわ」という言葉があります。「交流のわ（輪）

を大切にしよう」という意味です。これからも「つ

ながるわ（輪）！」を大切にしていきます。

前
を
向
い
て
生
き
る
大
切
さ
を
学
ん
だ

前
を
向
い
て
生
き
る
大
切
さ
を
学
ん
だ

　被災した道路・河川の復旧工事に携わりま

した。大仙市では、大きな災害を経験してい

なかったので、被災箇所を確認したり、被災

した方々からさまざまな思いを聞いたりして、

少しでも早い復興に向け、自分ができること

に全力で取り組もうという気持ちで仕事に取

り組みました。

　平成29年に秋田県で発生した豪雨災害時に

急きょ大仙市に戻った際には、宮古での復興

業務の経験を生かして災害対応に当たること

ができました。近年、自然災害が増えている

状況ですが、市民の皆さんが復興を実感でき

るよう、大仙市から応援し続けていきます。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
う
復
興
の
実
現
に

そ
れ
ぞ
れ
の
思
う
復
興
の
実
現
に

茨城県笠間市職員

菊
き く ち

地恵
けいいち

一さん（50）
平成24年度の１年
間、市民生活部生
活課に配属

山口県職員

芳
ほうにし

西孝
たかゆき

行さん（49）
平成24年度の１年
間、都市整備部都
市計画課に配属

秋田県大仙市職員

藤
ふ じ や

谷大
だいすけ

輔さん（39）
平成27年度から29
年９月の２年６カ
月間、都市整備部
建設課に配属

東京都品川区職員

志
し が

賀紀
こ と み

美さん（34）
平成28年度から30
年度の３年間、産
業振興部水産課に
配属

438
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志
賀
政
信
さ
ん
・
実
江
さ
ん
夫
妻
に

と
っ
て
初
め
て
の
子
ど
も
・
巧
士
朗
さ
ん

が
実
江
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
い
る
時
に
東

日
本
大
震
災
は
発
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
政
信
さ
ん
は
、

田
野
畑
村
の
工
事
現
場
の
様
子
を
確
認

し
に
行
っ
た
際
に
地
震
に
あ
い
ま
す
。
大

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
で
す
ぐ

に
自
宅
に
向
か
い
ま
す
。
末
広
町
商
店

街
の
通
り
が
水
没
し
て
い
る
中
、
胸
ま
で

水
に
浸
か
り
な
が
ら
も
家
に
た
ど
り
着

き
、
家
族
の
無
事
を
確
認
し
ま
す
。

　

津
波
の
被
害
で
福
島
湯
は
、
家
の
玄

関
が
流
さ
れ
て
消
失
し
、
銭
湯
の
風
呂

場
は
泥
だ
ら
け
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
風
呂
場
の
泥
だ
し
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
し
く
な
ど
手
伝
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
銭
湯
は
一
週

間
後
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
無
料
開
放
し
た
こ
と
で
、
被
災

し
て
お
風
呂
に
入
れ
な
い
人
た
ち
に
と
っ

て
疲
れ
を
癒
や
す
場
と
な
り
ま
し
た
。

　　

震
災
に
よ
り
、
所
属
す
る
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
先
輩
や
仲
間
を
亡
く
し
た
政
信

さ
ん
。「
自
分
が
社
会
の
た
め
・
ま
ち
の

た
め
に
や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
考
え

始
め
、
消
防
団
・
陸
中
宮
古
青
年
会
議
所
・

町
内
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
宮
古
市
民
劇
に
参
加
し
、
市
民

だ
け
で
舞
台
を
作
り
上
げ
る
圧
倒
的
な

熱
量
に
ま
ち
の
底
力
を
感
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
っ
た
と
言
い
ま
す
。
ま
ち
の
未
来

に
つ
い
て
、「
子
ど
も
た
ち
が
田
舎
の
人

が
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
わ
け
な
い
、
と
考

え
を
限
定
せ
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
堂
々
と
言
い
、
行
動
で
き

る
宮
古
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

実
江
さ
ん
は
、「
長
男
が
生
ま
れ
た
時

は
初
め
て
の
子
育
て
に
加
え
、
震
災
で

世
間
が
混
乱
し
て
い
て
と
て
も
大
変
だ
っ

た
。
二
男
、長
女
が
生
ま
れ
て
や
っ
と
〝
子

ど
も
っ
て
か
わ
い
い
な
ぁ
ー
〟
と
心
に
も

余
裕
が
で
き
て
落
ち
着
い
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
性
格
の
違
う

子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
は
大
変
で
す
が
、

大
切
な
家
族
と
と
も
に
宮
古
で
生
き
て
い

き
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
ほ
ほ
え
み
か

け
ま
す
。

生き方、人生を変えた震災。子どもたちが
自分の可能性を描けるまちであってほしい

志賀　政
ま さ

信
の ぶ

さん　     （41、後列右）
　　　実

み

江
え

さん            （43、後列左）
　　　郁子さん            （79、後列中央）
　　　巧士朗さん     （９、前列右）
　　　凛太朗さん　   （６、前列中央）
　　　さくら子さん （３、前列左） 
　昭和４年創業の銭湯・福島湯と建築

業・福島屋を家族で営む。子どもたち

の好きな食べ物は「お母さんのカレー」。

Ｐｒｏｆiｌｅ被
災
者
の
た
め
銭
湯
を
無
料
開
放
。

傷
つ
い
た
心
を
癒
や
す
場
に

仲
間
の
死
と
ま
ち
や
子
ど
も
達
に

か
け
る
思
い

「
家
族
家
族
の
10
年
」　

震
災
を
乗
り
越
え
て

未
来
へ

広
報



◎取材を終えて

2021.4.1⓯

　
東
日
本
大
震
災
の
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
い
る
夫
妻
と
そ
の
年
に
結
婚
し
た
夫
妻
に

こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返
り
、
未
来
を
考

え
て
も
ら
い
ま
し
た

最大の試練を一緒に乗り越えたから、
これからもずっと一緒に生きていける

　

島
崎
準
さ
ん
・
奈
緒
美
さ
ん
夫
妻
は

今
年
３
月
で
結
婚
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
震
災
直
前
の
３
月
３
日
に
婚
姻
届

け
を
提
出
し
、
３
月
26
日
に
は
結
婚
式

の
予
定
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
時
、
準
さ
ん
は
浄

土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
勤
務
中
で
、

地
震
後
、
引
き
波
で
岸
辺
の
水
が
沖
ま

で
引
き
、
海
の
底
が
見
え
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
奈
緒
美
さ
ん

は
市
内
保
育
園
で
勤
務
し
て
お
り
、
無

事
だ
っ
た
も
の
の
「
海
の
近
く
で
働
く

夫
と
翌
日
に
直
接
会
う
ま
で
は
生
き
た

心
地
が
し
な
か
っ
た
」
と
当
時
の
こ
と

を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

震
災
で
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
全
壊
し
、

準
さ
ん
は
一
時
職
場
を
失
い
ま
し
た
が

「
結
婚
し
て
す
ぐ
に
最
大
の
試
練
が
き

た
。
こ
の
大
変
な
状
況
を
夫
婦
で
乗
り

越
え
ら
れ
た
ら
、
こ
の
先
何
が
あ
っ
て
も

一
緒
に
生
き
て
い
け
る
」
と
２
人
で
支
え

合
っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
震
災
を
経

験
し
て
、
奈
緒
美
さ
ん
は
「
死
は
予
期

し
て
い
な
い
時
に
や
っ
て
き
て
、
い
つ
ど

こ
で
別
れ
の
日
が
来
る
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
ど
ん
な
に
前
日
に
け
ん
か
を
し

て
も
、翌
日
の
朝
に
は
〝
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
〟
と
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
夫
に
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
は
長
男
・
幹
太
さ
ん
が

誕
生
し
ま
し
た
。
準
さ
ん
は
「
家
族
が

増
え
た
こ
と
で
責
任
が
増
し
た
が
、
そ

の
分
頑
張
れ
る
。
子
ど
も
が
一
緒
に
行

動
で
き
る
間
は
で
き
る
限
り
時
間
を
共

有
し
、
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

震
災
の
経
験
を
し
っ
か
り
伝
え
て
、
も

し
次
に
津
波
が
き
た
と
し
て
も
生
き
残

る
こ
と
が
で
き
る
子
に
し
た
い
」
と
我

が
子
へ
の
思
い
を
話
し
ま
す
。

　

奈
緒
美
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
か
ら
は
あ
っ
と
い
う
間
の
日
々
だ
っ
た
。

〝
あ
っ
と
い
う
間
〟
と
言
え
る
の
は
、
辛

い
時
だ
け
で
な
く
、
楽
し
い
日
々
も
あ
っ

た
か
ら
。
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
震
災

を
生
き
残
っ
た
命
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
と

の
幸
せ
な
時
間
が
あ
る
こ
と
を
大
切
に

前
に
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
未
来
に
向
け

て
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

結
婚
直
後
に
訪
れ
た
未
曾
有
の
大

災
害
は
２
人
の
絆
を
よ
り
強
く

子
ど
も
の
誕
生
。
大
切
な
家
族
と

と
も
に
幸
せ
な
時
間
を
築
く

島崎　準さん           （41、右）
　　　奈緒美さん（38、左）
　　　幹太さん       （７、中央）

　準さんは宮古観光文化交流協会勤

務、奈緒美さんは市内保育園勤務。幹

太さんは市内小学校２年生。

　準さんの勤務先がある浄土ヶ浜は家

族でよく訪れる散歩コース。

Ｐｒｏｆiｌｅ

広
報
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「学ぶ防災」スタッフの５人（左から鈴木重
しげ

男
お

さん（71）元田久美子さん（63）

佐々木純子さん（58）、澤口強
つよし

さん（41）、小
おばた

幡実
みのる

さん（65））

　東日本大震災で甚大な被害を受けた田老地区の状況などを参加者に伝え、
防災意識を持ってもらうことを目的とした宮古観光文化交流協会の「学ぶ防
災」は今年４月で10年目を迎えます。これまで、約18万5千人（３月16日現在）
の人たちが利用しています。開始当初からのガイド・元田久美子さん（63）に、
これまでの活動について話を伺いました。

広
報 ⓰2021.4.1

　

震
災
で
義
母
を
失
い
ま
し
た
。「
あ

の
と
き
、
家
に
戻
れ
ば
義
母
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
」。
心
の

ど
こ
か
に
そ
ん
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら

も
、
若
い
頃
に
バ
ス
ガ
イ
ド
だ
っ
た
経

験
を
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
「
学

ぶ
防
災
」
で
の
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。

義
父
は
、
昭
和
の
大
津
波
の
話
な
ど
を

事
あ
る
ご
と
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
〝
辛
い
経
験
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
役
割
〟
が
自
分
に
巡
っ
て
き
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
至
っ
た
の
が
こ
の

仕
事
を
始
め
る
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

ガ
イ
ド
を
始
め

て
２
、
３
年
は
、
義

母
の
こ
と
や
津
波
で

亡
く
な
っ
た
方
を
思

い
、
途
中
で
感
情
が

溢
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

案
内
し
た
方
々
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
励
ま

し
の
言
葉
や
『
津
波

被
害
の
こ
と
を
忘
れ
ず
防
災
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
』
と
い
っ
た
感
想
に
、

改
め
て
「
心
に
残
る
仕
事
が
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

悲
し
み
を
抱
え
つ
つ
も
前
向
き
に
仕
事

に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　

ガ
イ
ド
５
人
で
こ
れ
ま
で
延
べ
約

18
万
５
千
人
を
案
内
し
て
き
ま
し
た
。

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
も
言
い
ま
す
が
、「
人
が
忘
れ
る
か

ら
災
害
に
あ
う
」
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
全
国
各
地
で
災
害
が
多
発
し
て

お
り
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の

巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
や
南

海
ト
ラ
フ
の
地
震
な
ど
も
、
今
後
起

こ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

命
は
た
っ
た
一
つ
。
自
分
の
命
は
自
分

自
身
で
守
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
災
害
で
命
を
落
と
す
人
を

一
人
で
も
減
ら
す
た
め
こ
れ
か
ら
も
、

田
老
の
地
か
ら
津
波
の
恐
ろ
し
さ
や
経

験
を
全
国
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

「学ぶ防災」ガイド　元田久美子さん「学ぶ防災」ガイド　元田久美子さん

18万人に津波の恐ろしさを伝える18万人に津波の恐ろしさを伝える

家
族
の
死
を
乗
り
越
え
て

向
き
合
う
〝
心
に
残
る
仕
事
〟

自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
る
人
を

一
人
で
も
増
や
し
た
い

防潮堤の上で震災の被害状況を説
明する元田さん

災
害
に

災
害
に
向
き
合
う

向
き
合
う
人
と
ま
ち

　
東
日
本
大
震
災
を
含
め
て
、
幾
た
び
の
地
震
や
津
波
の
被
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
宮
古
市
。

そ
こ
に
は
、「
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
」「
未
来
の
災
害
に
備
え
る
」
と
い
っ
た
災
害
と
向

き
合
う
人
々
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。



　平成30年９月20日に、津軽石地区に９つの自主防災会をつなぐ連絡協議会が結成されました。
自主防災会間の連携を高め、相互の連絡調整を図ることにより、地域の防災体制の充実強化と協力
体制の確立に寄与することを目的とした宮古市では唯一の連絡協議会です。活動における情報・意
見交換や、大規模災害発生時における支援および協力を行うことが期待されています。連絡協議会
会長の若狹斌さん（82）に話を伺いました。　

2021.4.1⓱

　

津
軽
石
地
区
に
は
９
つ
の
自
主
防
災

会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
災
害

時
に
は
ど
ん
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
情
報
共
有

し
た
り
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、
未
曾

有
の
災
害
に
も
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
っ
た
こ
と
が
連
絡
協
議
会
を
結

成
す
る
き
っ
か
け
で
す
。

　

年
に
１
回
、
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。
一
昨

年
の
令
和
元
年
台
風
第
19
号
の

際
は
各
自
主
防
災
会
が
ど
の
よ

う
な
動
き
を
し
た
か
、
被
害
状

況
は
ど
う
だ
っ
た
か
を
共
有
し

ま
し
た
。
ま
た
、
連
絡
協
議
会

が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
隣
近
所

の
自
主
防
災
会
と
一
緒
に
学
習
会

を
開
催
し
た
り
、
訓
練
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
昨
年
、
市
主
催
の
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
と
そ
れ
に

伴
う
津
波
に
関
す
る
説
明
会
が
各
地
区

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
代
表
者
が
説

明
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
多

く
の
住
民
が
聞
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
、

数
地
区
の
防
災
会
が
合
同
で
勉
強
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
市
の
職
員
を
講
師
に
、

地
域
全
体
で
参
加
し
た
40
人
は
危
機
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
台
風
の
被
害
が
増
え
、
災
害

に
対
す
る
地
域
住
民
の
意
識
は
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
各
自
主
防
災
会
で
、

継
続
的
に
災
害
へ
の
危
機
意
識
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
「
別
地
区
の
住
民
が
避
難

所
に
来
て
も
協
力
し
合
え
る
」
よ
う
に

自
主
防
災
会
間
の
横
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ど
ん

な
災
害
に
も
強
く
、
対
応
で
き
る
地
域

に
な
っ
て
い
け
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

隣
の
地
区
の
情
報
を
聞
く
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た

津軽石自主防災会連絡協議会に所属する９つの自主防災会の代表者の方々

　「自分のまちは自分たち

で守る」という自覚、地域

の連帯感に基づき、自主的

に結成する組織であり、災

害による被害を予防し、軽

減するための活動を行う住

民組織のことです。市内に

ある自主防災組織は53（３

月16日時点）を数え、近隣

住民や自治会が協力して、

災害に備えています。

　活動は、平常時と災害時

に分かれ、災害時の被害軽

減が最大の目的ですが、平

常時は防災知識の広報・啓

発、地域の災害危険箇所の

確認などを行っています。

津軽石地区自主防災会連絡協議会会長　津軽石地区自主防災会連絡協議会会長　若狹斌
たけし

さん

連携を生かして災害に強い地域へ連携を生かして災害に強い地域へ

各
自
主
防
災
会
の

危
機
意
識
醸
成
と
連
携

広
報

特集　このまちで生きる

津軽石地区の防災意識向上
に貢献してきた若狹さん

自主防災会って何？自主防災会って何？



⓲

　

ー
震
災
か
ら
10
年
。
宮
古
市
民
の
心

の
健
康
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
ー

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
相
次
ぐ
台
風
災

害
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
重
な
り
、
住
民
の
方
に
は
甚
大

な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
て
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
へ
の
リ
ス
ク
は
高
ま
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
辛
く
悲
し
い
出
来
事

や
悩
み
か
ら
〝
こ
こ
ろ
の
健
康
〟
を
守

る
の
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
人
と

人
と
の
信
頼
関
係
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
今
は
で
き
ず
に
い
る
状
態
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
発
災
時
の
悩
み

大塚　耕太郎さん

20214.1

あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
。

悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
28
年
台
風
第
10
号
、
令
和
元
年
台
風
第
19
号
な
ど
相
次
ぐ
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な

ど
東
日
本
大
震
災
以
降
も
市
民
の
心
理
的
負
担
と
な
る
出
来
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、日
本
海
溝
・
千
島
海
溝

沿
い
の
巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
な
ど
も
想
定
さ
れ
、
市
で
は
改
め
て
津
波
防
災
都
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　〝
こ
こ
ろ
の
復
興
〟
と
こ
れ
か
ら
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

震
災
か

震
災
か
ら
10
年
。
復
興
復
興
は
続
い
て
い
く

こ
こ
ろ
の
復
興
を
目
指
し
て

こ
こ
ろ
の
復
興
を
目
指
し
て

は
共
通
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
か

ら
月
日
が
経
つ
こ
と
で
複
雑
化
し
、
困

難
な
問
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宮
古
市
は
面
積
が
広
く
、
医
療
資
源

や
社
会
資
源
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
そ
の
状
況
下
で
も
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
、
宮
古
保
健
所
、
医
療
機
関
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
地
域
保
健
福
祉
を
担
う
機
関
が

上
手
に
連
携
し
、
献
身
的
に
対
応
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
で
支
援
者
を
育
成
し
た

り
、
民
生
委
員
な
ど
地
域
の
方
々
も
巻

き
込
ん
で
、
支
援
の
輪
の
形
成
も
進
ん

で
い
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

ー
被
災
者
は
ど
の
よ
う
に
悩

み
や
不
安
と
向
き
合
っ
た

ら
良
い
で
す
か
。
ま
た
、
支

援
者
、
周
り
の
人
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
で
す

か
ー

　

自
分
自
身
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
見

つ
け
た
り
、
食
事
や
睡
眠
を
し
っ
か
り

取
る
こ
と
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
心
を
開
く
こ
と
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
こ
こ
ろ
と

暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

支
援
者
は
傾
聴
し
、
寄
り
添
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
傾
聴
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
と
っ
て
最
大
の
支
援
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
人
に
寄
り
添
い
、

サ
ポ
ー
ト
し
、
関
係
機
関
や
相
談
窓
口

に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域

の
医
療
の
支
援
の
輪
を
で
き
る
限
り
広

げ
、
連
携
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

　

こ
こ
ろ
の
復
興
へ
の
支
援
は
区
切
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
ま
だ
道
半
ば
。
20

年
、
30
年
先
に
「
あ
ん
な
大
変
な
こ
と

も
あ
っ
た
け
ど
、
こ
う
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
地
域
の

方
々
が
思
え
る
時
が
ゴ
ー
ル
な
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
や
体
の
不
調
が
あ
る
と
き

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
広
報
み

や
こ
３
月
１
日
号
19
㌻
の
健
康
プ
ラ
ザ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
家
庭
や
地

域
、
職
場
、
学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
悩
ん
で
い
る
人
の
変
化
に
「
気

づ
き
」「
声
を
か
け
」「
耳
を
傾
け
」「
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
」「
見
守
る
」
人

の
こ
と
で
す
。

　

悩
み
を
抱
え
た
人
は
「
人
に
悩
み
を
言

え
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
に
い
っ
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
状
況
に
陥
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
た
人
を
支

援
す
る
た
め
、
周
囲
の
人
々
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
の
計
画
で
は
、
市
民
の
方
は
年
間

１
０
０
人
、
市
職
員
は
５
年
間
で
２
０
０

人
を
養
成
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
地

域
や
職
場
で
一
緒
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

宮
古
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
０
１
１
１
）

田
老
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
９
７
５
）

新
里
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
３
５
０
０
）

川
井
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
０
３
６
）

岩手医科大学医学部神
経精神科学講座教授兼
岩手県こころのケアセ
ンター副センター長



◎取材を終えて

広
報⓳

津波防災都市宣言について

　かつて、物理学者の寺田寅彦氏が〝天災は忘れられた

る頃来る〟と語ったように、人間は忘れやすい生き物なので、

何も手立てをしなければ、災害の記憶や教訓はいつか人々

の心から薄れていくのだろうと思います。

　人は、防災のことはハード整備に頼ろうとしますが、相

手は大自然です。ハードには限界がありますが、大自然に

はありません。ハード面に頼りきることは、防災上は〝非

常にこわいこと〟です。

　千年に一回の大災害に備えるということは、千年先の世

代に教訓を伝えるということです。しかし、私たちは、直

接は次の世代にしか伝えることができません。あれ程大きな災害を経験したにも

関わらず、また忘れそうになっている自分にブレーキをかけ、なぜそうなったのか、

これからどうするのかをしっかりと考え、次の世代に渡していきたいと思います。

　それが、ハードを過信し慢心しない〝心の防潮堤〟となり、しっかりと次の世

代に渡すことで手立てとなります。そして〝常に忘れない〟ことで、千年先の生

命を守れるのだろうと思います。

2021.4.1

　宮古市は、明治29年、昭和８年、平成23年と、度重なる大津波に
より壊滅的な被害を受け、多くの尊い人命と貴重な財産を失ってき
ました。そのたびに市民の不屈の精神と深い郷土愛により被害を克
服し、今もまた東日本大震災からの復興の歩みを進めています。
　私たちは、津波災害から学んだ多くの教訓を胸に、その歴史を忘
れることなく、時代により移り変わる災害への対処と地域防災力の
向上に努め、積み重ねた英知を次の世代へと引き継いでいきます。
　東日本大震災に罹

り

災した日、御霊の鎮魂を祈念し、一人の犠牲者
も出さないことを誓うとともに、市民一人ひとりが津波防災に取り
組み続ける先駆けの地となるため、ここに宮古市を「津波防災都市」
とすることを宣言します。

【背景写真: ３月11日に田老・防潮堤上で行われた東日本大震災10周年追

悼・伝承企画での様子】

[参考資料]東日本大震災宮古市の

記録 第１巻《津波史編》、第２巻

（上）《復興・防災編》、（下）《記

憶伝承編》（平成29年３月30日、

宮古市発行）、大津波を生きる 巨

大防潮堤と田老百年のいとなみ

（平成24年11月30日、高山文彦著）、

宮古市立宮古小学校令和元年度

「復興教育学習１年間のまとめ」ｰ

ふるさとの復興を担う「人づくり」

を目指してｰ（令和２年３月16日、

宮古市立宮古小学校発行）

　市は、これまでの津波被害を教訓として、災害の記憶が薄れることのな
いよう、また、災害に対する備えと地域防災力の向上に努めながら、積み
重ねてきた英知を今後に引き継いでいくため、平成19年に「津波防災都市」
を宣言しました。
　東日本大震災から10年の節目を迎えた令和３年３月11日に、今後一人の
犠牲者も出さないという誓いを込めて、改めて「津波防災都市」を宣言し
ました。

特集　このまちで生きる

　岩手県では、「東日本大震災津波を語り継ぐ日条例」を定めました。

　詳しくは、岩手県議会ホームページ（Bhttps://iwatekengika

i.gijiroku.com/g07_IkenView.asp?SrchID=935&bunrui=&kword1=

&kword2)をご覧ください。

■問い合わせ　市危機管理課（☎68ｰ9111）

「東日本大震災津波を語り継ぐ日条例」の制定について

津波防災都市宣言

〝〝天
て ん

災
さ い

は、忘れられたる頃
こ ろ

来
き た

る〟

市危機管理課
（防災士）
山崎正幸さん（56）

　今回の特集の取材を通して、

改めて〝生きていく〟ことの

意味を問われた気がした。

　震災にも負けず、地域の人

やまちのために前を向こうとす

る人、まちに新たな活気を生も

うと努力する人、経験や教訓を

学び、そして後世に伝えようと

する人、家族や周りの人の大事

さに気づき、当たり前の日 を々よ

り大切にして生きる人たちと取

材を進めていく中で出会った。

　その人たちに共通しているこ

とは「自分ではなく、誰かを思っ

ている」ということである。そ

の「誰か」とは近所の人や友人、

職場の仲間、家族や大切な人

であり、あるいは、これから生

まれてくる人かもしれない。

　震災を経験して、〝生きぬい

た人〟それぞれが「誰かのた

めに」自分にできることをして

懸命に生きているんだ。そして、

誰かを思うことで頑張り、未来

に向かえるのではないかとも

思った。

　大切な人や大切な場所を失

い、悲しみにさいなまれながら

も、それでも10年間一歩ずつ

皆が前に進んで来た。

　「宮古が好きだ」「この潮の

香りが好きだ」「大切な人や家

族がいる」など、さまざまな理

由でこの地で暮らしていると思

う。ひとつ言えることは、あの

日から学んだことを胸に、それ

ぞれの命を燃やして、このまち

で生きている人がたくさんいる

ということだ。
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●新型コロナウイルスワクチン接種の予約を開

始します

　ワクチン接種は、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、完全予約制により実施します。

まずは、75歳以上の方を対象として、接種券を

順次送付します。接種券が届いた方を対象とし

て、４月12日㈪から予約の受付を開始します。

　予約の方法は、予約センターへの電話予約の

ほか、ＷＥＢ予約などの方法があります。予約

センターの電話番号など詳しくは、接種券に同

封の「宮古市高齢者対象新型コロナワクチン接

種のお知らせ」をご覧ください。

　接種会場は、イーストピアみやこでの集団接

種のほか、田老・新里・川井の各診療所でも実

施します。田老・新里・川井の各地区にお住ま

いの人は、診療所をご利用ください。

　現在何らかの病気にかかり、治療（投薬など）

を受けている方は、その病気を診てもらってい

る医師に、ワクチン接種を受けてよいか事前に

相談してください。

　そのほか、ワクチン接種に関してご不明な点

がある場合は、下記相談センターまで問い合わ

せてください。

■電話相談（４月１日㈭受け付け開始）

【接種券の紛失や接種の方法などの相談・お問い

合わせ】

▷宮古市新型コロナワクチン接種［相談］セン

ター（☎0193-68-9100）

受け付け時間　午前９時〜午後５時（日・祝日

は休み）

【コロナワクチン施策の在り方などに関する問い

合わせ】

▷厚生労働省新型コロナワクチンコールセン

ター（☎0120-761-770）

受け付け時間　午前９時〜午後９時（土・日・

祝日も対応）

※ワクチン接種は、新型コロナウイルス感染症

による、死亡者や重症者の発生をできる限り減

らし、結果として新型コロナウイルス感染症の

まん延防止を図ることが目的です。ワクチン接

種を受けた後も気を緩めず、引き続き、感染防

止対策の徹底をお願いします

新型コロナウイルスワクチンの接種について

東
日
本
大
震
災
支
援
制
度
の
延
長
の
お
知
ら
せ

【
①
宮
古
市
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事

業
補
助
金
】

▽
対
象
　
住
居
の
全
壊
ま
た
は
解
体
で

基
礎
支
援
金
を
受
給
し
て
い
て
、
岩
手

県
内
に
住
居
を
建
設
ま
た
は
購
入
で
加

算
支
援
金
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

▽
補
助
額
　
最
大
１
０
０
万
円

【
②
宮
古
市
す
ま
い
の
再
建
促
進
事
業

補
助
金
】

▽
対
象
　
住
居
の
全
壊
ま
た
は
解
体
で

基
礎
支
援
金
を
受
給
し
て
い
て
、
宮
古

市
内
に
住
居
を
建
設
ま
た
は
購
入
で
加

算
支
援
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と

※
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
か
ら
の

再
建
は
対
象
外

▽
補
助
額
　
最
大
２
０
０
万
円

【
③
生
活
再
建
住
宅
支
援
事
業
（
復
興

住
宅
新
築
）
】

▽
対
象

　
被
災
者
が
被
災
者
住
宅
再
建

支
援
事
業
の
受
給
決
定
を
受
け
て
い
る

こ
と

▽
補
助
内
容

　
住
宅
の
再
建
（
新
築
・

購
入
）
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
工
事

ま
た
は
県
産
材
使
用
工
事
を
行
っ
た
場

合
に
支
払
っ
た
費
用
の
一
部
を
補
助

【
④
生
活
再
建
住
宅
支
援
事
業
（
利
子

補
給
）
】

❶
新
築
の
場
合

▽
対
象
　
被
災
者
が
令
和
２
年
度
ま
で

に
利
子
補
給
の
受
給
決
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
（
補
給
期
間
の
５
年
分
ま
で
継

続
し
ま
す
）

※
令
和
３
年
度
か
ら
利
子
補
給
を
受
け

る
場
合
は
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業

の
受
給
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

▽
補
助
内
容
　
住
宅
を
再
建
（
新
築
・

購
入
）
す
る
た
め
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
組

ん
だ
場
合
に
利
子
の
一
部
を
補
助

❷
補
修
ま
た
は
改
修
の
場
合

▽
対
象
　
被
災
者
が
令
和
２
年
度
ま
で

に
利
子
補
給
の
受
給
決
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
（
補
給
期
間
の
５
年
分
ま
で
継

続
し
ま
す
）

▽
補
助
内
容
　
被
災
し
た
自
宅
を
補
修

ま
た
は
改
修
す
る
た
め
の
住
宅
ロ
ー
ン

を
組
ん
だ
場
合
に
利
子
の
一
部
を
補
助

❸
既
住
住
宅
債
務
の
場
合

▽
対
象
　
被
災
者
が
被
災
者
住
宅
再
建

支
援
事
業
の
受
給
決
定
を
受
け
て
い
る

こ
と

▽
補
助
内
容

　
新
し
く
住
宅
ロ
ー
ン
を

組
ん
だ
方
で
、
被
災
し
た
自
宅
の
住
宅

ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
以
前
の

ロ
ー
ン
の
利
子
の
一
部
を
補
助

【
共
通
】

申
請
期
限

　
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ

【
①
②
の
事
業
に
つ
い
て
】
市
福
祉
課

生
活
福
祉
係
（
市
役
所
１
階
、
☎
�
９

０
８
３
）

【
③
④
の
事
業
に
つ
い
て
】
市
建
築
住

宅
課
公
営
住
宅
係
（
市
役
所
３
階
、
☎

�
９
１
０
７
）
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宮
古
に
移
住
し
て
き
て
か
ら
、約
一
年
半
。

協
力
隊
の
任
期
は
残
り
一
年
半
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
の
現
状

か
ら
、
４
月
か
ら
は
個
人
事
業
に
切
り
替

え
て
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
移
住
促
進
の
仕
組

み
づ
く
り
と
し
て
は
、
情
報
発
信
の
た
め

の
資
料
を
揃
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
移
住

相
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
整
備
な
ど
を
進
め
ま
し

た
。
移
住
相
談
を
受
け
た
方
も
無
事
に
移

住
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私

自
身
、
宮
古
市
で
は
協
力
隊
終
了
後
の
定

住
第
一
号
に
な
り
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
促
進
に

お
け
る
課
題
は
、
自
治

体
ご
と
に
目
指
す
べ
き

答
え
が
異
な
り
ま
す
。

宮
古
の
今
後
の
優
先
課

題
は
、「
人
の
流
出
を
ど

う
抑
え
る
か
」「
定
着
の

土
壌
作
り
」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
郷
土
の
魅

力
を
発
掘
し
、
知
る
こ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
便
特
別
号

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
本
千
香
で
す
。
平
成
31
年
４
月

か
ら
２
年
間
、
田
老
地
区
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
美
味
し

い
宮
古
の
も
の
を
食
べ
た
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
、
田
老
を
満
喫
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
田
老
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

と
、
雇
用
や
産
業
を
太
く
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

困
難
が
続
い
て
い
ま
す
。
宮
古
で
は
、
特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
展
開
に
よ
る
販
路
拡

大
や
、
地
域
内
を
中
心
に
し
た
「
地
元
を

知
る
個
人
観
光
」
の
商
品
作
り
が
急
務
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
の
今
後
の
事
業
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
の
販
路
開
拓
や

商
品
開
発
支
援
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
・
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
・
閉
伊
川
や
川
井

エ
リ
ア
の
自
然
を
活
用
し
た
、
宮
古
を
歩

い
て
楽
し
み
学
ぶ
「
街

あ
る
き
」
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
企
画
が
軸
と
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
元
を
支
え
て
い
る
皆

様
と
協
力
し
合
い
、
宮

古
の
経
済
活
動
や
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で

情
報
発
信
中
！

宮
古
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Bh
t
t
p
s:/

/
w
w
w
.

facebook.com/mi
yako.chikiokoshi/

私と一緒に宮古をたくさん歩きましょう

　

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
主
に
「
道
の
駅
た

ろ
う
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を
通
じ
て

の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
産
直
と
れ
た
ろ
う
を

中
心
と
し
た
情
報
発
信
な
ど
田
老
地
区
の

活
性
化
に
関
わ
る
業
務
で
し
た
。

　

小
さ
な
規
模
で
も
毎
月
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
動
い
て
い
た
中
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
思

う
よ
う
に
動
く
こ
と
が
で
き
ず
、
苦
し
く

な
っ
た
り
も
し
た
２
年
目
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
昨
年
の
10
月
に
は
地
域
の
皆
様
な
ど

が
開
催
し
た
「
ジ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
あ

り
ま
し
た
。
準
備
期
間

は
一
月
半
と
短
い
期
間
で

し
た
が
、「
タ
ロ
ウ
ィ
ン
」

を
同
時
開
催
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
の
調
整
は

と
て
も
大
変
で
し
た
が
、

田
老
の
皆
様
と
連
携
し

て
開
催
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
周
り

の
方
々
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
老
に
移
住
し
て
か
ら
、
見
る
も
の
や
食

べ
る
も
の
、
お
会
い
す
る
方
々
の
魅
力
に
、

ま
す
ま
す
田
老
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
い

く
日
々
で
し
た
。
地
域
の
方
々
に
大
変
良
く

し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
２
年
間

の
活
動
で
し
た
。
退
任
後
も
情
報
発
信
を
続

け
、
こ
れ
か
ら
も
田
老
の
魅
力
を
さ
ら
に
Ｐ

Ｒ
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
活
の
拠

点
を
一
度
、
家
族
が
い
る
横
浜
市
に
移
し
、

今
後
も
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
離

れ
て
い
て
も
田
老
と
は
つ

な
が
り
続
け
て
い
き
た

い
で
す
し
、
宮
古
市
内

で
は
ウ
ク
レ
レ
を
抱
え

て
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。
見
か
け
た
際
に
は
、

お
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

道の駅たろうの魅力的なモノをつくる皆さん

　

令
和
２
年
度
末
で
任
期
を
終
了
し
た
山
本
千
香
さ
ん
と
松
下
竜
之
介
さ
ん
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
２
人
に
、
活
動
を
通
し
て
の
思
い
出
と
退
任
後
の
活
動
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
松
下
竜
之
介
で
す
。
３
月
い
っ
ぱ

い
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
宮
古
に
定
住
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
さ
ま
の
営
業

活
動
支
援
や
、
宮
古
の
魅
力
を
商
品
化
す
る
活
動
を
行
い
ま

す
。

広
報
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４
月
か
ら
市
の
組
織
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
、
４
月
か
ら

次
の
と
お
り
市
の
組
織
を
変
更
し
ま
し
た
。

●
総
務
部

▽
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
」
の
新
設

　

全
庁
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
企
画
部

▽
企
画
課
「
地
域
創
生
推
進
室
」
と
「
交
流
推
進
室
」

の
統
合
→
「
地
域
創
生
交
流
推
進
室
」
設
置

　

企
画
課
地
域
創
生
推
進
室
と
交
流
推
進
室
を
統
合

し
、
地
域
創
生
交
流
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
市
民
生
活
部

▽
「
環
境
生
活
課
協
働
安
全
係
」、「
被
災
者
支
援
室
」

の
統
合
・
廃
止

　

環
境
生
活
課
協
働
安
全
係
、
被
災
者
支
援
室
を
統

合
・
廃
止
し
、
男
女
参
画
・
協
働
推
進
係
と
生
活
安

全
係
に
再
編
し
ま
す
。
被
災
者
支
援
事
務
は
生
活
安

全
係
が
継
承
し
ま
す
。

▽
「
男
女
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
」
廃
止
に
伴
う
「
男

女
共
同
参
画
事
務
」
の
継
承

　

男
女
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
伴
う
男
女
共
同
参

画
事
務
は
、
男
女
参
画
・
協
働
推
進
係
が
継
承
し
ま
す
。

●
都
市
整
備
部

▽
建
設
課
「
復
興
道
路
推
進
室
」
→
「
高
規
格
道
路

整
備
室
」
へ
改
称

　

建
設
課
復
興
道
路
推
進
室
は
、
本
年
中
に
復
興
道

路
・
復
興
支
援
道
路
の
全
線
開
通
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
高
規
格
道
路
整
備
室
に
改
称
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
職
員
係
（
☎
�
９
０
６
２
）

　作品募集・市民総選挙にご協力いただきあり

がとうございました。

■作品募集の結果

▷応募作品　323点

▷応募期間　令和２年10月15日～ 11月16日

■市民総選挙の結果

▷投票総数　1,481票（配布数23,841票、投票

率6.21％）

▷投票期間　１月１日～ 25日

【最優秀作品】

【優秀作品】

■特記事項　最優秀作品および優秀作品に選ば

れた人については、公園のオープニングセレモ

ニーで表彰を予定しています（７月末予定）。

■問い合わせ　市都市計画課まちづくり推進係

（☎68−9105）

　重度の障がいのある人の社会参加の促進を図るた

め、タクシー料金の一部を助成する福祉タクシー助成

券を次のとおり交付します。

■対象　市内に住所を有する「身体障害者手帳１・２級」、

「療育手帳Ａ」または「精神障害者保健福祉手帳１級」

のいずれかを所持している重度の障がいのある人

※じん臓機能障害により「身体障害者手帳１級」を交

付されている人のうち、人工透析治療を行っており、

本人および配偶者の市民税が非課税の人については、

助成券の交付枚数を追加しますのでお申し出ください

■注意事項

▷手帳へ写真が貼り付けされていない場合は、助成券

を利用できません。

▷社会福祉施設へ入所している人や、医療機関に入院

している人は、交付の対象となりません。

▷令和２年度分の助成券（水色）の使用期限は３月31

日までですので注意してください。

■用意する物　障害者手帳、印鑑（代理申請の場合、

代理の人の印鑑も必要です）

※人工透析治療を行っていることにより助成券の追加

交付を受ける場合は、人工透析治療をしていることが

分かるもの（「特定疾病療養受療証」など）をお持ち

ください

■申請開始日　４月１日㈭

■申請場所　市福祉課（市役所１階）、各総合事務所

■問い合わせ　市福祉課障がい福祉係（☎68−9135）

宮古市旧庁舎跡公園（仮称）の愛称が

「うみどり公園」
に決定しました

重度の障がいのある人へ
令和３年度宮古市
福祉タクシー助成券

を配布します

作品名 票数 作品名応募者

① シーサイドパークみやこ 358
17歳男性（高校生）
32歳男性

② 宮古中央広場 333 17歳女性（高校生）

③ 新川町公園 159
59歳女性
62歳男性

④ おでんせパーク 155
10歳女性（小学生）
66歳男性

作品名 票数 作品名応募者

① うみどり公園 472 15歳男性（高校生）

※応募者に係る情報は応募時点のもの

広
報
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■市の催しなどについてはフェイスブックなどでも紹介して
います。※URLは裏表紙をご覧ください

クウェート国の衣装を着て感謝の意を表しました

鉄
道
が
結
ぶ
人
、
国
、
心

ク
ウ
ェ
ー
ト
国
復
興
支
援
感
謝
列
車
出
発
式

見事なチーム力で栄誉ある賞を受賞しました

千
徳
小
学
校
児
童
が
快
挙

昭
和
三
陸
大
津
波
88
周
年
追
悼

　

３
月
３
日
、「
第
70
回
全
国
小
・
中

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

お
い
て
「
小
学
校
新
聞
の
部
」
で
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
千
徳
小
学
校

の
児
童
が
山
本
宮
古
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　

新
聞
作
成
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
６

年
生
の
山
口
昊そ

ら

さ
ん
は
「
初
め
て
応
募

し
た
作
品
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
て
驚
い
て
い
る
。
自
分
た
ち
で
新
聞

を
作
っ
て
み
て
、
新
聞
社
が
毎
日
発
行

し
て
い
る
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
と
賞

の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

夢あかりを見つめ、防災意識を高める参加者

受
け
継
が
れ
る
防
災
意
識

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

　

３
月
３
日
、
田
老
防
潮
堤
で
昭
和
三

陸
大
津
波
88
周
年
「
防
浪
堤
夢
あ
か
り

追
悼
」
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
20
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
約
２
０
０
個

の
灯
篭
に
火
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
津
波
太
郎
の
大だ

い

棒ぼ
う

秀
し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

（
69
、
田
老
）
は
「
自
分
は
昭
和
三
陸

大
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
ら
れ
て
き

た
世
代
な
の
で
、
３
月
３
日
か
ら
11
日

ま
で
を
、
防
災
意
識
を
高
め
る
期
間
と

し
て
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

まちの話題

市
民
交
流
の
輪
が
広
が
る

　

３
月
６
日
、
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

で
「
春
の
市
民
交
流
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
行
わ

れ
、
参
加
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

宮
古
市
在
住
で
第
55
回
文
藝
賞
受
賞

者
の
日ひ

上か
み

秀ひ
で

之ゆ

き

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
、

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ウ
ク
レ
レ
交

流
会
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
日
上
さ
ん

の
講
演
会
で
作
品
の
朗
読
を
担
当
し
た

根
市
知ち

代よ

子こ

さ
ん
（
70
、
西
ヶ
丘
）
は

「
作
者
の
話
を
聞
く
こ
と
で
理
解
が
深

ま
り
、実
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

芸術などを通じて、市民が楽しく過ごしました

春
の
市
民
交
流
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

ク
ウ
ェ
ー
ト
国
の
支
援
に
よ
り
三
陸
鉄

道
で
被
災
車
両
の
新
造
な
ど
を
し
た
こ
と

に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
列
車
の
出
発

式
が
３
月
１
日
に
三
陸
鉄
道
宮
古
駅
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
ハ
サ
ン
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ザ
マ
ー
ン

駐
日
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
特
命
全
権
大
使
か
ら

「
三
陸
鉄
道
へ
の
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
に
対
す
る
支
援
の
恩

返
し
で
、
復
興
は
皆
さ
ん
の
努
力
の
た
ま

も
の
で
す
。
鉄
道
が
人
々
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、会
場
は
温
か
い
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。



妊娠中の人や赤ちゃん・子ども向けの催しなど

子育てに関する情報を紹介するページです

BABIES & CHILDREN'S  ROOM
子育て情報

つどいの広場「のびっこクラブ」　（認定こども園そけい幼稚園内、☎62−8678）

●開設日＝毎週月・水・金曜日　●開設時間＝午前９時〜正午、午後１時〜３時

※２日㈮はお休み

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

こいのぼりを作ろう
※上履き、飲み物持参

21日㈬10:30〜11:15
のびっこクラブ

（そけい幼稚園）
親子でこいのぼりを作っ
てみよう

未就学児（０〜６歳）
とその保護者

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、下記イベントを中止とする場合があります

子育て支援センター「にこにこルームみやこ」　（小山田保育所内、☎62−0884）

●開設日＝毎週月〜金曜日（５日㈪は入所式のため午前中お休み）　●開設時間＝午前９時〜正午、午後１時

〜３時　●持ち物＝親子とも上履き

※ご利用の際は、事前に電話で問い合わせてください

※午前のみ園庭、ホール利用可

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

キッズ田老 15日㈭10:00〜11:00 田老公民館
手遊び、ふれあい遊び、だるまさんお
きあがりこぼし作り、お話 ほか

未就学児とその保護者

つどいの広場「ひよこクラブ」　（認定こども園宮古ひかり内、☎62−6845）

●開設日＝毎週月〜土曜日　●開設時間＝午前９時〜午後２時

※10日㈯は入園式のため、お休み

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

パネルシアター 20日㈫10:30〜10:45
ひよこクラブ

（宮古ひかり）

パネルシアターを見な
がら歌遊び 未就学児（０〜６歳）とその

保護者
こいのぼり制作 27日㈫10:30〜11:30

卵パックを利用して、
こいのぼりを作る

つどいの広場「すくすくランド」　（キャトル宮古５階、☎63−8061）

●開設日＝毎日　●開設時間＝午前10時〜午後６時　

催し名 日時 場所 内容など 対象児など

ぞうさんのミミの会 ２日㈮・16日㈮11:15〜11:30

すくすく
ランド
（キャトル
宮古５階)

絵本の読み聞かせ ０歳以上のお子さんと
その保護者

赤ちゃんのつどい
※バスタオル持参 ９日㈮11:00〜11:45 ふれあい遊び ３カ月～ 11カ月までの

お子さんとその保護者

親子ふれあい遊び＆
ばあばの読み聞かせ会

22日㈭11:00〜11:45
新聞紙遊びと絵本の読み
聞かせ

１歳以上のお子さんと
その保護者

広
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４ HAPPY 
BIRTHDAY

児童手当の二重支給・過払いにご注意ください
　市から児童手当を支給されている人のう

ち、①②のいずれにも当てはまる人は「児童

手当の消滅届」の提出が必要です。

①加入年金が共済年金に変わる人

②職場から児童手当を支給されることになる人

※届け出が遅れると、児童手当を二重に受け

取ることになり、過払い分を返還することに

なります

■注意の必要な人
▷４月から公務員として採用された人

▷４月から学校などで常勤の臨時講師として

採用された人

▷公的機関にお勤めの人で、４月から保険証

が変わる人

■問い合わせ　市こども課子育て支援係（市

役所１階、☎68−9084）

広
報2021.4.1�

子
育
て
支
援
情
報
を
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル
で
配
信
中
（
毎
月
25
日
）

　写真に、子どもの名前・ふりがな・生年月日・郵便番号・

住所・電話番号・メッセージ（40字程度）を書いたメモを添

えて、市企画課広報係（市役所４階）にお届けください。

　郵送の場合は、〒027−8501（住所不要）宮古市役所「広

報みやこ」係へ。メールの場合は「Cinfo@city.miyako.

iwate.jp」までお送りください。

　５月生まれの子どもの写真は、４月５日㈪必着でお願いし

ます。

対象年齢は２歳以下。応募者多数の場合は、初掲載の

子どもを優先します。

応募

方法

伊藤直
なお

之
ゆき

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！ 
これからも可愛い笑顔を
たくさん見せてね♪ 元気
に大きくなぁれ☆ （家族）

久保尻朔
さく

翔
と

ちゃん
今月で２歳です
サク♡ ４兄弟のなかで最も
活発な君に父さんはひそか
に期待してるみたい} すく
すく育ってね  (母さん)

吉田朱
あ か ね

希ちゃん
今月で１歳です
１歳のお誕生日おめでとう！ 
毎日かわいい笑顔をありが
とう♡ これからも元気に大
きくなってね （パパ、ママ）

古里 丞
たすく

ちゃん
今月で２歳です
トミカ大好きの丞！ たく
さん遊んで、すくすく元気
に育ってね!! (家族) 

鈴木 雅
みやび

ちゃん
今月で１歳です
１歳のお誕生日おめでと
う☆ 毎日パワー全開の
雅くん！ これからもすく
すく育ってね♪ （家族）

町田桜
り の

音ちゃん
今月で１歳です
誕生日おめでとう！ りのちゃんの笑顔
は、いつもみんなを元気にしてくれる
よ！ これからもたくさん食べて、たく
さんあそんで大きくなってね!!（家族）

中嶋めいちゃん
今月で２歳です
めい２歳のお誕生日おめでと
う♡ 妹思いの優しいお姉ちゃ
ん。これからも優しくニコニコ
のめいでいてね}♡  （家族）

堀欠大
たい

馳
ち

ちゃん
今月で１歳です
１歳のお誕生日おめでとう！ 
これからもいっぱい食べて
いっぱい笑って元気にたく
ましく育ってね}  (家族)

豊間根悠
ゆ

絃
いと

ちゃん
今月で１歳です
１歳のお誕生日おめでとう  
笑顔いっぱいなゆいとが大好き
だよ！ 今年も楽しい思い出た
くさん作ろうね} （パパ、ママ）

竹下明
あか

里
り

ちゃん
今月で２歳です
明里、お誕生日おめでとう！ みん
なにたくさんの幸せをありがとう。
我が家の笑神様に、心から敬意を
表します。 (とと、かか、ねぇね)

永野桜
さ ら

愛ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう♥ 今年
も楽しい思い出いっぱい
作ろうね!! だいすき♥
 （家族）

熊岡豪
い さ と

翔ちゃん
今月で２歳です
２歳おめでとう！ 乗り物大好きやんちゃ
坊主！ これからもたくさん笑っていっぱ
い思い出作ろうね♪ いつも可愛い笑顔
で幸せにしてくれてありがと♡ （家族）

坂上桜
お

都
と

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！ 毎日
かわいい笑顔をありがとう♡ 
たくさん食べて遊んで大き
くなってね♪  （家族）

永洞偉
い

都
と

ちゃん
今月で１歳です
いっとくん、１歳のお誕生日
おめでとう} みんなに愛さ
れてるいっとくん、元気にすく
すく大きくなってね。 (家族)

駒井希
き

虹
こ

ちゃん
今月で１歳です
笑顔がすてきなきこちゃ
んお誕生日おめでとう！ 
たくさん食べて遊んで
元気に育ってね！ （家族）

若江遙
は

留
る

ちゃん
今月で１歳です 
１歳のお誕生日おめでとう！ 
いつも元気で食べることが大好
きな遙留。これからもいっぱい
食べて、大きくなってね♡ (家族)

生形歩
あゆ

武
む

ちゃん
今月で２歳です
２歳のお誕生日おめでとう！ 
いつも元気で活発なあっくん、
これからもお姉ちゃんと仲良く
沢山遊んでね！  （家族) 

佐藤 翔
しょう

ちゃん
今月で２歳です
お誕生日おめでとう！ 
食いしん坊の翔、たくさ
ん遊んで元気に大きく
なってね☆  （家族）

伊藤悠
ゆう

利
り

ちゃん
今月で２歳です
いつもわんぱく全開、パワフル
な悠ちゃんにみんな元気をも
らっているよ♪ 今年も楽しい
思い出沢山作ろうね  (家族)

伊藤楓
ふう

馬
ま

ちゃん
今月で１歳です
お誕生日おめでとう！いつ
も笑顔で元気な楓馬♪お姉
ちゃん、お兄ちゃんみたいに
大きくなぁれ！　　　(家族)
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　２月に着手した工事です。工事の入札契約の状況

は市のホームページ（Bhttps://www.city.miyako.

iwate.jp/index/jigyosya/sieikensetukouji_kekka.

html）でも公表しています。

■問い合わせ　市契約管財課（☎68−9070）

市営建設工事の発注状況のお知らせ（２月着工分）

工事名 場所 工事期間
契約金額

(円)
請負者

工事
担当課

１災697号大堀内線外３件災害復旧工事 田老字小堀内南ほ
か Ｒ3.2.5～Ｒ4.3.15 132,000,000 三好建設㈱ 建設課

１災181号北川目川外５件災害復旧工事 長沢第２地割ほ
かＲ3.2.5～Ｒ4.3.15 83,600,000陸中建設㈱ 建設課

山口川の１外河川改修工事 山口五丁目ほ
か Ｒ3.2.5～Ｒ3.9.3 21,811,900 

㈲マツモト機材
工業

建設課

リバーパークにいさと案内看板設置工事茂市第５地割 Ｒ3.2.13～Ｒ3.3.14 4,180,000 刈屋建設㈱ 新里総合事務所

宮古市立千徳小学校バリアフリー化工事 西ヶ丘一丁目 Ｒ3.2.19～Ｒ3.9.16 62,568,000 ㈱菊地建設 教委総務課

１災349号長畑沼の浜線外３件災害復旧
工事

田老字乙部野ほ
かＲ3.2.19～Ｒ4.2.13 41,470,000刈屋建設㈱ 建設課

１災341号御殿山線外５件災害復旧工事 重茂第23地割ほ
かＲ3.2.19～Ｒ4.2.18 42,350,000 ㈱小成良治商店 建設課

宮古市立鍬ヶ崎小学校トイレ洋式化工事 熊野町 Ｒ3.2.19～Ｒ3.6.18 30,118,000 ㈱第一水道設備 教委総務課

宮古市立磯鶏小学校トイレ洋式化工事 上村 Ｒ3.2.19～Ｒ3.6.18 26,378,000 ㈱伊藤住宅設備 教委総務課

宮古市立津軽石小学校ほか１校トイレ
洋式化工事 津軽石、重茂 Ｒ3.2.19～Ｒ3.6.18 31,790,000㈱小成良治商店 教委総務課

千鶏地区漁村再生（用地）工事 重茂第11地割 Ｒ3.2.19～Ｒ3.3.31 25,707,000 ㈲関川建設工業 水産課

１災503号御平線外９件災害復旧工事 重茂第８地割ほ
かＲ3.2.26～Ｒ4.3.15 130,130,000 沢与建設㈱ 建設課

１災357号上摂待門沢線外２件災害復旧
工事

田老字上摂待 Ｒ3.2.26～Ｒ4.3.15 69,465,000 アート工業㈱ 建設課

１災182号小堀内川外１件災害復旧工事 田老字向新田 Ｒ3.2.26～Ｒ4.2.10 26,653,000 アート工業㈱ 建設課

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
に
ご
協
力
を
！

　

令
和
元
年
度
の
岩
手
県
の
農
作
物
被
害
額
は

４
億
２
０
０
万
円
、
宮
古
市
は
２
５
０
万
円
で
、

そ
の
う
ち
半
分
以
上
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
市
内
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報

も
あ
り
、
農
作
物
被
害
が
今
後
予
想
さ
れ
ま
す
。

◎
宮
古
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を

　

「
宮
古
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
は
、
宮
古

地
区
猟
友
会
の
推
薦
を
受
け
た
猟
友
会
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
実
施
隊
は
、
農
作
物
被
害
を
減

ら
す
た
め
、
狩
猟
期
以
外
に
も
銃
器
や
罠
に
よ
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
な
ど
を
行
い

ま
す
。
隊
員
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
と
帽
子
を

着
用
し
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
時
に

は
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
目
立
つ
色
の
服
を
着
る
●
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
な

る
物
を
身
に
付
け
る
●
銃
声
や
、
シ
カ
を
追
い
立

て
る
音
が
聞
こ
え
た
り
「
罠わ

な

猟
中
」
の
看
板
を
見

か
け
た
ら
近
づ
か
な
い

◎
全
県
一
斉
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
強
化
月
間

　

４
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

◎
農
家
の
人
の
継
続
的
な
追
い
払
い
、
防
除
、
環

境
整
備
が
捕
獲
と
同
じ
く
ら
い
重
要
で
す
！

　

農
家
の
人
や
地
域
の
人
に
も
次
の
こ
と
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
田
畑
周
辺
の
や
ぶ
を
刈
り
払
い
し
、
鳥
獣
の

隠
れ
家
を
無
く
す
●
放
棄
果
樹
や
作
物
、
生
ご

み
な
ど
を
放
置
し
な
い
●
電
気
柵
を
適
切
に
設

置
し
、
草
刈
り
な
ど
管
理
を
行
う

※
電
気
柵
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
の

で
、
購
入
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

◎
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
増
え
て
い
ま
す
！

　

山
に
は
、
多
く
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
生
息
し
、

エ
サ
を
求
め
山
か
ら
人
里
へ
下
り
目
撃
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
市
内
で
人
身
被
害
が
２
件
発
生
し

ま
し
た
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
単
独
で
は
な
く
複
数
で
行
動
す
る
●
山
菜
採

り
な
ど
の
入
山
や
ク
マ
の
活
動
が
活
発
に
な
る

朝
夕
の
時
間
帯
の
散
策
な
ど
は
控
え
る
●
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
や
声
で
、
人
間
の
存
在
を
知

ら
せ
る
●
ク
マ
の
嗅
覚
は
大
変
優
れ
て
い
る
た

め
、
匂
い
の
強
い
も
の
は
、
家
の
周
辺
に
は
保

管
し
な
い
●
桑
の
実
な
ど
の
果
実
、
ハ
チ
ミ
ツ

も
好
物
の
た
め
、
放
置
し
な
い
●
子
連
れ
の
母

グ
マ
は
と
て
も
凶
暴
で
、
子
グ
マ
の
近
く
に
は

母
グ
マ
が
い
る

可
能
性
が
高
い

た
め
、
子
グ
マ

を
見
か
け
た
場

合
や
、
新
し
い

フ
ン
や
足
跡
を

見
つ
け
た
時
に

は
、
そ
の
場
か

ら
離
れ
る

◎
「
鳥
獣
被
害
報
告
届
」
に
ご
協
力
を

　

市
で
多
発
し
て
い
る
農
作
物
被
害
状
況
を
把

握
し
、
今
後
の
対
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ah

tt
ps:/

/
w
w
w
.cit

y
.miy

a
k
o
.

iwate.jp/norin/yugaiujyu_boushi.

html

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
農
林
課
農
政
係
（
☎
�
９

０
９
４
）

クマに荒らされたトウモロコシ畑



宮古保健センター、子育て世代包括支援センター（イーストピアみやこ内、☎64－0111）　

田老保健センター（☎87－2975）　新里保健センター（☎72－3500）　

川井保健センター（☎76－2036）　宮古保健所（☎64－2218）

こども救急相談電話（午後７時〜11時、☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

広
報2021.4.1�

●エイズ即日、肝炎ウイ
ルス、性器クラミジア、
梅毒、HTLV−１の各検査
（原則毎月第２火曜日）

　エイズなどに関する検

査は、匿名で受けられま

す。エイズ即日検査は採

血後30分で結果を通知

します。肝炎ウイルス、

性器クラミジア、梅毒、

HTLV−１の各検査は10日後

以降に結果を通知します。

■日時　４月13日㈫午後

４時〜５時

※前日までに要予約

■場所　宮古保健所

●骨髄バンク登録
（原則毎月第２火曜日）

■日時　４月13日㈫午後

１時〜２時

※前日までに要予約（予

約時に登録要件を満たす

かどうかを確認するため

の聞き取りをします）

■場所　宮古保健所

●自殺関連こころの相談

　ストレスや不眠などの

悩み、自死遺族などの相

談に保健師が応じます。

■日時　４月８日㈭午前

10時〜正午

※前日までに要予約

■場所　宮古保健所

●精神保健相談

　引きこもりやうつ状

態、不眠や不安、物忘れ

などの悩みに専門の医師

が応じます。

■日時　４月８日㈭午後

１時30分

※６日㈫までに要予約

■場所　宮古保健所

■対象　精神科・心療内

科を受診したことがない人

＜共通＞

■申し込み　宮古保健所

宮古保健所から

　感染症予防に努めながら、血圧測定、個別相談などを行います。気軽に

お越しください。なお、健康手帳をお持ちの人は持参してください。

地
域 期日 時間 場所 内容

宮
古

4/26
㈪

①13:30
②13:45
③14:00
④14:15
⑤14:30

イースト
ピアみや
こ２階創
作スタジ
オ

・血圧測定、個別相談、大腸がんについて
※予約制による個別健康相談（30分程度）
になります
※申し込みが必要です。22日㈭までに①〜
⑤の希望時間を宮古保健センターに電話で
申し込んでください

●休日急患診療所

　感染症対策のため、当分の間、午後は発熱などの症状のある人のみ診療

します。予約制となりますので、当日の受付時間内に電話予約してください。

■診療日　４月の毎週日曜日と29日㈭

■受付時間　午前９時〜午後５時

■診療内容　【午前】内科・外科の応急的な診療（発熱などの症状のある人

　　　　　　　　　 を除く）

　　　　　　【午後】発熱などの症状のある人のみ診療（要予約）

■問い合わせ　休日急患診療所（西町一丁目６の２、☎64−0113）

●祝日当番歯科医療機関

　救急患者を対象に歯科診療をします。電話を入れてから来院してください。

■診療日／当番歯科医療機関

▷４月29日㈭／デンタルクリニック駒井（上鼻二丁目２の１、☎63−6188）

■受付時間　午前９時〜午後３時

休日急患診療所、祝日当番歯科医療機関の診療日

健康相談日程

　歯や口の中の健康に関する無料の電話相談です。1993年以降毎年、４月

18日には「ヨイ歯デーテレホン相談」11月８日には「イイ歯デーテレホン

相談」として実施し、県民の皆さんの歯科に関する悩みの解消のお手伝い

をしています。

■相談予約受け付け　４月19日㈪午前10時〜午後７時（18日が日曜日のた

め、19日㈪に開催します）

※上記時間内に相談を受け付け、午後７時以降に岩手県保険医協会の歯科

医師が相談者に折り返し電話で回答します

■受け付ける相談内容　歯またはお口に関する悩みについてなんでも

■相談料　無料

※相談予約時の通話料は相談する人の負担となります

■相談先　岩手県保険医協会ヨイ歯デーテレホン相談係

（☎019−651−7341）

ヨイ歯デーテレホン相談



図 書館情報
■開館時間	 ●	市立図書館･･･水〜土曜日	9:00〜19:00、火曜･日曜･祝日	9:00〜17:00

	 ●田老・新里・川井分室･･･火〜日曜日	9:00〜17:00

■４月の休館日	 ●	市立図書館・田老・新里・川井分室･･･月曜日

市立図書館（☎62−2414）田老分室（☎87−2976）新里分室（☎72−2019）川井分室（☎76−2167）

2021.4.1 �

LIBRARY

市立図書館

【特集】「スタート」

『年収を10倍にする習慣術』

鴨頭　嘉人（著）　

人生が変わる習慣

コントロール法を

実践的かつ具体的

に、よりわかりや

すく解説。成功

者になるための

10 ヶ条や、世界

的な成功者が持つ

習慣も紹介。

※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、図書館や分室で予定している※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、図書館や分室で予定している
おはなし会・映画会を中止する場合がありますおはなし会・映画会を中止する場合があります

広
報

移動図書館車
「うぐいす号（田老・新里・川井）」

４月の運行日程

田老分室
（田老公民館内）

【特集】「あれこれ悩まず、自分ら

しくありたい…‼」

　心の深呼吸をして穏やかになり

たい時…おすすめしたい本です。

新里分室 
（新里生涯学習センター内）

【特集】「すてきな庭づくり」

　庭づくりに役立つ本を紹介しま

す。

川井分室
（北上山地民俗資料館内）

【特集】「春の草花特集」

　ぽかぽか陽気に誘われて、外へ

出てみると…。

場　　所 運行日・駐車時間

新
　
里

和井内・和井内深山産直付近

刈屋・澤口氏宅前

刈屋・高橋理容所前

新里中学校前

愛福祉会前

茂市駅前

蟇目駅付近

１日

15日

㈭

10:40〜

11:00〜

11:30〜

13:10〜

13:45〜

14:15〜

14:45〜

10:55

11:15

11:45

13:30

14:00

14:30

15:00

田
　
老

樫内・宮古市消防団第29
分団樫内器具置き場付近

末前･伝承館前

三王災害公営住宅10
号棟付近

グループホームおもつべ

三陸鉄道摂待駅付近

２日

16日

30日

㈮

10:15〜

10:50〜

11:20〜

13:00〜

13:45〜

10:30

11:05

11:35

13:30

14:00

崎山・グループホームたろう 14:30〜14:00

川
井
・
閉
伊
川
コ
ー
ス

平津戸

門馬出張所前

柳渡氏宅前

ウォーキングセンター

大倉氏宅前

「道の駅」区界高原

やまびこ産直館

特産品加工施設

川井中学校

好心寺

箱石地域振興センター

片巣御供養様前

14日

㈬

9:55〜

10:15〜

10:40〜

11:00〜

11:15〜

11:45〜

12:35〜

12:50〜

13:05〜

13:45〜

14:00〜

14:20〜

10:05

10:30

10:50

11:10

11:40

11:50

12:45

12:55

13:35

13:55

14:10

14:30

川
井
・
小
国
川
／
箱
石
コ
ー
ス

ユーニット前

赤沢集会所前

上湯沢集会所前

小国出張所前

横道氏宅前

大久保バス停付近

川井小学校

むつわ荘

21日

㈬

9:40〜

10:00〜

10:20〜

10:35〜

11:10〜

11:30〜

13:05〜

14:00〜

9:50

10:10

10:30

11:00

11:20

11:40

13:45

14:20

◇展示コーナー

特集「がんばれいちねんせい」（こ

ども図書室前）

　ピカピカの一年生を応援する本

を紹介します。

◇こども映画会（視聴覚室）

①	４月３日㈯午前11時、午後２時

▶「ミッキーマウス　～プルート

の誕生祝い～」（８分）、「ＮＨＫ

こどもにんぎょう劇場　世界編④
～ブレーメンの音楽隊～」（15分）

②	４月10日㈯午前11時、午後２時

▶「おしりたんてい　～ププッ　ブ

ラウンものがたり～」（20分）

③	４月17日㈯午前11時、午後２時

▶「ふるさと再生　日本の昔ば

なし　～おむすびころりん/夢を

買った男～」（15分）、「トムとジェ

リー　～可愛い子猫と思ったら

～」（８分）

④	４月24日㈯午前11時、午後２時

▶「あらしのよるに　～おばあ

ちゃんのともだち～」（25分）

◇おはなし会（こども図書室）

期日＝毎週土曜日

時間＝午後２時30分

内容＝絵本・紙芝居の読み聞かせ

　４月からなぎさ号が新しくなりま

す。“なぎさ”をイメージした水色

の車体にサーモンくん、みやこちゃ

んと海の生き物のイラストが描かれ

ています。

　「読書週間」にあわせて県立図書

館が募集した、手づくり絵本の巡回

展示を行います。

【市立図書館】
■期間　４月29日㈭〜５月２日㈰

【田老分室】
■期間　４月22日㈭〜25日㈰

【新里分室】
■期間　４月15日㈭〜18日㈰

【川井分室】
■期間　４月８日㈭〜11日㈰

第41回手づくり絵本展

４月から

なぎさ号リニューアル！



４
月
の
各
種
無
料
相
談
（
★★
は
要
予
約
）

相　談 日　時 場　所 予約・問い合わせ

★弁護士相談
毎週木曜日午前 10 時〜午後３時
※１日㈭・29 日㈭を除く

市市民相談室（市役所１階、☎ 68 −
9081）

人権相談 宮古
毎週水曜日
午前 10 時〜午後４時

盛岡地方法務局宮古支局（☎ 62 − 2337）

行政相談

宮古 13 日㈫午前９時〜正午 市市民相談室（市役所１階、☎ 68 − 9081）

田老 ７日㈬午後１時 30 分〜３時 30 分 田老総合事務所（☎ 87-2111）

★新里 19日㈪午前９時 30分〜11時 30分 新里福祉センター
新里総合事務所（☎
72-2111）

公証人相談（遺言相談） 20日㈫午前９時〜正午
宮古公証役場（陸中ビル２階、☎63 − 4431）
※左記以外に相談希望日があればご連絡ください

★くらしとお金の安心相談会
１日㈭午後１時〜５時
※前日までに要予約

中央公民館分館（保
久田）

信用生協盛岡事務所
（☎ 019 − 653 − 0001）

★岩手県交通事故相談
27 日㈫午後１時〜３時
※前日正午までに要予約

市市民相談室・消費生活センター（市役
所１階、☎ 68 − 9081）

★災害復興住宅融資相談会
21 日㈬午後２時〜４時
※前日午後５時までに要予約

市役所内
住宅金融支援機構

（☎ 0120 − 086 − 353）

各種無料相談 〜一人で悩まずに〜
４月の無料相談会の日程です。気軽にご利用ください。

2021. 4. 1�

裁判所や調停で決まったのに
相手がお金を支払ってくれない

　裁判所の情報取得手続きで相手（債務者）

の財産を調べられます。詳しくは最寄りの地

方裁判所に問い合わせてください。

■問い合わせ　盛岡地方裁判所事務局総務課

庶務係（☎019−622−3342）

広
報

　無料で、各学校、学童クラブ、セミナーなどで、

子どものうちから「お金について、十分な知識を

持ち」「お金との付き合い方について適切に判断

する力を身につける」金融経済教育や金融犯罪被

害防止の出前講座を行っています。

■講座メニュー
《金融経済教育講座》
①お買い物ゲームをやってみよう！（小学校低学年）

②マネープランゲーム旅行にＧＯ！（小学校中・

高学年）

③これから気をつけるお金の使い方（中学校）

④社会人になる前に必要な金融知識（高等学校）

⑤金融回避トラブル能力を学ぶ（高等学校）

《金融犯罪被害防止講座》
⑥キャッシュカード詐欺などの金融犯罪被害にあ

わないために（一般）

※45分〜２時間程度

■実施期間　月〜金曜（祝日、年末年始除く）

■場所　申し込みする団体で用意してください

■申し込み　東北財務局盛岡財務事務所理財課

（〒020−0023盛岡市内丸７の25、☎019−625−3353、

f019−622−7482）

県内どこでも行きます！
金融経済教育「出前講座」

ひとりで悩まず、まずは無料でご相談を！
「多重債務無料相談窓口」

　「借入金の返済にお悩みの人」「ご家族の借

入金がご心配の人」「亡くなったご家族の借

入金でお困りの人」。

　専門相談員がお悩みを丁寧にお聞きし、必

要に応じて法テラスや弁護士などに引き継ぎ

を行います。秘密厳守で対応します。

■相談時間　月曜〜金曜午前８時30分〜正

午、午後１時〜午後４時30分

※祝日、年末年始除く

■相談料　無料

■相談電話　東北財務局盛岡財務事務所（盛

岡市内丸７の25盛岡合同庁舎４階、☎019−

622−1637）
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情
報
掲
示
板

お
知
ら
せ

●
日
時
＝
４
月
３
日
㈯
〜
11
月
28
日
㈰
の

土
・
日
・
祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
毎

時
発
車
）
※
４
人
以
上
の
団
体
の
場
合
は
平

日
で
も
運
行
●
場
所
＝
【
発
着
】
旧
Ｊ
Ｒ
岩

泉
線
岩
手
和
井
内
駅
（
旧
中
里
駅
で
折
り
返

し
）
●
参
加
料
＝
１
台
２
千
円
（
２
人
乗
り

ま
た
は
４
人
乗
り
）
●
そ
の
他
＝
一
緒
に
地

域
お
こ
し
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
●
問
い
合
わ
せ

＝
岩
泉
線
レ
ー
ル
バ
イ
ク
（
☎
０
８
０
・
５

５
６
４
・
２
３
１
０
）

▼
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

●
日
時
＝
【
活
動
日
】
毎
週
日
曜
午
前
９
時

〜
11
時
【
開
校
式
】
４
月
４
日
㈰
（
予
定
）

●
場
所
＝
へ
い
が
わ
老
木
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場

●
参
加
料
＝
年
間
１
万
円
●
問
い
合
わ
せ
＝

宮
古
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
・
山
本
（
☎
０
８

０
・
２
８
０
３
・
１
８
８
５
）

▼
シ
ネ
マ
・
デ
・
ア
エ
ル
・
マ
ン
ス
リ
ー
セ
レ

ク
ト
『
止
め
ら
れ
る
か
、
俺
た
ち
を
』
上
映

●
日
時
＝
①
４
月
９
日
㈮
午
後
７
時
②
４
月

10
日
㈯
午
前
10
時
30
分
③
４
月
10
日
㈯
午
後

１
時
30
分
※
開
場
は
各
回
上
映
30
分
前
●
参

加
料
＝
１
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
シ
ネ
マ
・
デ
・
ア

エ
ル
（
東
屋
「
蔵
」
内
【
本
町
２
の
２
】
、

☎
０
７
０
・
５
３
２
０
・
５
２
７
４
）

▼
崎
山
姉
ヶ
崎
探
鳥
会

●
期
間
＝
４
月
11
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
10

時
30
分
●
場
所
＝
休
暇
村
陸
中
宮
古
西
側
駐

車
場
●
内
容
＝
小
鳥
と
巣
箱
（
小
鳥
と
リ
ス
・

ム
サ
サ
ビ
用
）、
海
岸
の
ウ
ミ
ウ
の
繁
殖
な
ど

宮
古
市
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

▼
新
年
度
「
定
期
教
室
」
生
徒
募
集

《
生
花
教
室
》
●
日
時
＝
月
１
回
火
曜
午
後

７
時
〜
９
時
●
講
師
＝
小
金
渕
陽
子
（
草
月

流
）
●
定
員
＝
12
人
●
材
料
費
＝
各
回
１
２

０
０
円
●
用
意
す
る
物
＝
花
切
り
ば
さ
み

《
茶
道
教
室
》
●
日
時
＝
第
２
・
第
３
水
曜

午
後
７
時
〜
９
時
●
講
師
＝
細
越
静
子
（
表

千
家
）
●
定
員
＝
12
人
●
材
料
費
＝
各
回
３

０
０
円
●
用
意
す
る
物
＝
白
い
靴
下

《
共
通
》
●
募
集
期
間
＝
随
時

▼
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
体
験

●
日
時
＝
４
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
12
時
●

場
所
＝
宮
古
市
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
※
２
回

目
以
降
は
花
輪
の
畑
（
参
加
者
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
）
●
内
容
＝
小
学
生
を
対
象
に
、
農

業
体
験
を
行
い
ま
す
。
春
に
種
イ
モ
を
植
え
、

夏
に
収
穫
し
て
食
べ
る
ま
で
全
６
回
の
体
験

講
座
で
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
最
適

で
す
●
対
象
＝
小
学
生
●
定
員
＝
12
人
●
参

加
料
＝
２
千
円
（
全
６
回
分
）
※
親
子
参
加
は

３
千
円
●
用
意
す
る
物
＝
筆
記
用
具
（
初
回
）

▼
宮
古
に
生
息
す
る
野
生
動
物
の
生
態
を
知

る
〜
獣
害
（
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
か
ら
人

や
作
物
を
守
る
た
め
の
術
を
探
る
座
談
会
〜

●
日
時
＝
４
月
27
日
㈫
午
後
７
時
〜
９
時
●

内
容
＝
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
と
野
生
動
物

と
の
距
離
が
近
く
な
り
、
ク
マ
、
シ
カ
、
イ

手
袋
、
長
靴
、
帽
子
な
ど
）
●
申
し
込
み
＝

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
あ
い
（
☎
�
４
１
１
７
）

▼
み
や
こ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
２
０
２
１

●
日
時
＝
４
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
※
４
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
●

場
所
＝
市
立
図
書
館
２
階
展
示
室
●
問
い
合

わ
せ
＝
み
や
こ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
・
小こ

和わ

田だ

（
☎

�
４
３
９
１
）

▼
英
語
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
＝
４
月
２
日
㈮
か
ら
毎
週
水
曜
・
金

曜
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
●
場
所
＝
千
徳
公

民
館
●
内
容
＝
外
国
人
の
先
生
と
一
緒
に
、

出
席
者
の
レ
ベ
ル
や
要
望
に
合
わ
せ
た
内
容

の
授
業
を
楽
し
く
行
い
ま
す
●
参
加
料
＝
各

回
５
０
０
円
●
用
意
す
る
物
＝
英
語
辞
書
、

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク
●
申
し
込
み
＝
英
語

サ
ー
ク
ル
・
佐
々
木
（
☎
０
９
０
・
５
８
４

５
・
１
４
８
４
）

▼
合
気
道
河
南
教
室
〜
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
と
新
し
い
発
見
を
〜

●
日
時
＝
４
月
２
日
㈮
か
ら
一
年
間
、
毎
週

金
・
土
・
日
曜
※
時
間
は
午
後
１
時
〜
９
時

の
間
で
参
加
者
の
希
望
に
応
じ
ま
す
●
場
所

＝
河
南
中
学
校
武
道
場
●
内
容
＝
技
の
修
練

を
通
し
て
心
を
磨
き
、
体
を
鍛
え
、
礼
節
を

尊
重
す
る
態
度
を
養
う
な
ど
豊
か
な
人
間
性

を
目
指
し
ま
す
●
対
象
＝
小
学
生
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
●
参
加
料
＝
無
料
●
用
意
す
る
物

＝
運
動
着
、
飲
み
物
●
申
し
込
み
＝
合
気
道

研
究
会
・
日
高
（
☎
０
９
０
・
５
３
５
５
・

１
０
６
１
）

▼
「
岩
泉
線
レ
ー
ル
バ
イ
ク
」
運
行
開
始
の

ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
な
ど
、
野
生
動
物
に
よ
る

人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
、
家
屋
侵
入
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
生
活
被
害
を
避
け
る
た
め
に
、
宮
古
に

出
没
す
る
野
生
動
物
の
特
徴
や
生
態
に
つ
い

て
知
り
、
少
し
で
も
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
方

法
に
つ
い
て
専
門
家
を
招
き
座
談
会
形
式
で

学
び
ま
す
●
講
師
＝
攝
待
義
男
（
宮
古
地
域

猟
友
会
会
長
）
●
定
員
＝
15
人
●
参
加
料
＝

２
０
０
円
●
用
意
す
る
物
＝
筆
記
用
具

《
共
通
》
●
そ
の
他
＝
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
宮
古

市
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
１
３
３
）

※
３
月
31
日
ま
で
は
☎
�
７
７
１
２

開
催
・
募
集
な
ど

▼
「
畑
づ
く
り
」
参
加
者
募
集

●
日
時
＝
４
月
〜
11
月
ご
ろ
ま
で
（
月
２
回

程
度
、
平
日
午
前
中
）
●
場
所
＝
長
沢
地
区

●
内
容
＝
土
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
、
や
り
方

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
実
践
し
ま
す
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
イ
カ
、
ヤ
ー
コ
ン
な
ど
10

種
類
以
上
の
野
菜
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
一

緒
に
育
て
ま
す
。
野
菜
作
り
を
学
び
た
い
人
、

土
に
触
れ
た
い
人
、
皆
さ
ん
と
作
業
す
る
時

間
を
楽
し
み
た
い
人
な
ど
、
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
作
業
内
容
の
説
明

が
あ
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
参
加

料
＝
４
千
円
（
年
間
、
保
険
料
込
み
）
●
用

意
す
る
物
＝
作
業
が
で
き
る
服
装
（
園
芸
用

●行事の内容や、感染予防対策など、詳しくは主催者に問い合わせてください
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※記事掲載を希望する場合は、市企画課広報係（☎68−9065）まで問い合わせてください。

広報５月１日号の原稿締め切りは４月５日㈪です

古
●
対
象
＝
福
祉
の
職
場
に
関
心
の
あ
る
人

や
就
労
を
希
望
す
る
人
※
予
約
者
優
先
●
問

い
合
わ
せ
＝
岩
手
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
宮

古
・
舘
洞
（
☎
０
８
０
・
８
２
０
１
・
０
１

９
９
）

▼
【
中
止
の
お
知
ら
せ
】
令
和
２
年
度
花は

な

柳や
ぎ

琢た
く

和わ

加か

「
を
ど
り
の
会
」

●
令
和
２
年
４
月
12
日
㈰
か
ら
延
期
し
て
い

ま
し
た
「
令
和
２
年
度
花
柳
琢
和
加
『
を
ど

り
の
会
』」
は
全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回
開
催
に
つ
き
ま

し
て
は
、
改
め
て
状
況
を
踏
ま
え
ご
案
内
し

ま
す
●
問
い
合
わ
せ
＝
和わ

加か

の
会
・
吉
田（
☎

�
５
３
８
５
）

の
観
察
。
初
心
者
大
歓
迎
●
そ
の
他
＝
マ
ス
ク

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
●
問
い
合
わ
せ
＝
日
本

野
鳥
の
会
宮
古
支
部
・
関
川
（
☎
�
４
７
２
５
）

▼
森
を
考
え
る
会
〜
林
業
体
験
〜

●
日
時
＝
４
月
17
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
２

時
●
場
所
＝
箱
石
林
業
者
セ
ン
タ
ー
（
崎
山

第
７
地
割
１
０
１
）●
用
意
す
る
物
＝
昼
食
、

飲
み
物
、
長
袖
、
長
靴
、
タ
オ
ル
な
ど
●
参

加
料
＝
無
料
●
申
込
期
限
＝
４
月
16
日
㈮
●

申
し
込
み
＝
齋
藤
（
☎
０
９
０
・
７
６
６
０
・

０
３
４
８
）

▼
西
ヶ
丘
カ
フ
ェ

●
日
時
＝
４
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
●
場
所
＝
西
ヶ
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
●
内
容

＝
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
た
め
の
学
び
と
会
話
を
楽
し
む
カ

フ
ェ
●
対
象
＝
西
ヶ
丘
に
お
住
ま
い
の
人
●

定
員
＝
先
着
30
人
●
参
加
料
＝
２
０
０
円
（
お

茶
菓
子
代
）
●
申
し
込
み
＝
み
や
こ
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
５
７
７
１
）

▼
「
暁
野
球
リ
ー
グ
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

●
開
催
期
間
＝
５
月
〜
８
月
午
前
５
時
30
分

〜
６
時
45
分
●
場
所
＝
小
山
田
ふ
れ
あ
い
公

園
野
球
場
●
対
象
＝
市
内
成
人
チ
ー
ム
●
申

込
期
限
＝
４
月
18
日
㈰
●
申
し
込
み
＝
宮
古

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
・
中
島
（
☎
０
９
０
・
９

５
３
８
・
５
９
０
０
）

▼
「
閉へ

か

わ

が

み

伊
川
紙
作
品
展
」
の
出
品
者
募
集

●
内
容
＝
地
元
原
料
で
漉
い
た
、
手
漉
き
和

紙
「
閉
伊
川
紙
」
を
使
っ
て
作
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
提
供
す
る
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙

で
創
作
し
、
作
品
展
に
出
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
展
は
11
月
下
旬
の

予
定
で
す
●
応
募
期
限
＝
４
月
15
日
㈭
●
そ

の
他
＝
作
品
ジ
ャ
ン
ル
、
他
素
材
と
の
組
み

合
わ
せ
な
ど
は
自
由
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
●
問
い
合
わ
せ
＝
紙
漉
き
屋
群

青
・
栗
橋
（
☎
０
９
０
・
３
９
８
２
・
５
２

４
３
）

▼
介
護
の
し
ご
と
「
定
期
出
張
相
談
会
」

●
日
時
／
場
所
＝
①
毎
週
月
曜
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
／
宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
②

毎
週
火
曜
午
後
１
時
〜
３
時
／
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
宮
古
（
キ
ャ
ト
ル
５
階
）
③
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三陸太鼓フェスティバル2021
〜震災から10年、響け！心の鼓動〜

■日時　５月２日㈰午後１時開演（正午開場）

■場所　市民文化会館大ホール

■内容　東北各地および三陸地域の太鼓演奏団体を

招き、震災の犠牲者の慰霊と復興へのさらなる決意

を込めた競演会を行います

■出演　皷
こ

風
ふう

、利
り

府
ふ

太
だい

鼓
こ

、山
やま

木
き

屋
や

太
たい

鼓
こ

、大
おお

館
だて

曲
ま

げわっ

ぱ太
だい

鼓
こ

、宮古あばれ太鼓、山口太鼓の会

■定員　500人

■入場料　【前売／自由席】（一般）２千円、（高校

生以下）千円

■チケット発売開始日　４月１日㈭

■チケット取り扱い　市民文化会館、リラパークこ

なり、マリンコープＤＯＲＡ、かんの書店、宮古市

職員生協、もりおか町家物語館

■問い合わせ　宮古市民文化会館（☎63−2511）

第40回さけ稚魚壮行会
■日時／場所
①４月15日㈭午前10時30分／津軽石川河川敷会場

②４月16日㈮午前10時／閉伊川スポーツ公園会場

■内容　サケの稚魚を放流します。宮古市民の方で

あればどなたでも参加できます。

※雨天の場合は中止します

■用意する物　長靴

■問い合わせ　市観光課もてなし観光係（☎68−9091）

勇壮な演奏を披露する山口太鼓の会

サケがたくさん帰ってくることを願いみんなで放流しましょう



information

木村俊明　　　（65）西ヶ丘三丁目

中島茂人　　　（88）養呂地

畠山恭政　　　（86）日影町

大村昭治　　　（83）黒森町

下山　江　　　（69）大平２

大下喜平　　　（91）田老三王三丁目

村上キウ　　　（100）舘合町

坂下レイ子　　（88）沼里

影田久保エイ　（96）大平２

内　房子　　　（94）長根二丁目

安保廣行　　　（70）田鎖四

山崎　忍　　　（82）小田代

木村富士子　　（64）近内六丁目

宮古市内の交通事故・犯罪件数

（２月１日〜28日）

■交通事故件数
▷人身事故＝４件、▷死亡者＝０人

▷負傷者＝６人、▷物損事故＝71件

■犯罪件数
▷自転車盗＝１件（無施錠１件）、▷万引き＝４件、▷振

り込め詐欺＝通報３件（被害０件）、▷もうけ話の詐欺

＝通報０件、▷子どもへの声かけ事案など＝６件

※子どもと女性の安全確保・特殊詐欺の被害防止・

鍵かけの実施を心がけましょう

■問い合わせ　宮古警察署（☎64−0110）

♡結婚したお二人♡

■亡くなった方■

内舘ミナ　　　（82）松山

永洞牧男　　　（73）松山

吉田文彦　　　（67）長沢四

昆　勝郎　　　（81）泉町

下村紀里子　　（66）崎山二

下山サチ　　　（92）本町

佐々木ハマ　　（97）高浜二丁目

小向キヨミ　　（83）青倉

吉田みゆき　　（48）南町

小松倉　進　　（82）長沢四

吉田美栄子　　（56）板屋四丁目

※
届
け
出
の
際
、
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
場
合
に
載
せ
て
い
ま
す

※
住
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
ま
た
は
土
地
の
名
称
で
記
載
し
て
い
ま
す

3/1〜3/12（届け出順・敬称略）

○生まれた赤ちゃん○

鈴木愛優（あゆ）　　　大通三丁目　（美由）

伊藤煌劉（きりゅう）　神田沢町　　　（翼）

桜庭一華（いちか）　　近内五丁目　（一美）

伊　暖真（はるま）　　神林　　　（将太郎）

小笠原由茉（ゆま）　 実田二丁目　（直樹）

大久保柚葉（ゆずは）松山　　　　（有眞）

OneTeamで山火事予防！
宮古消防署

　全国的に林野火災が多発し、乾燥と強風から大規

模なものとなっています。出火原因別にみると、林

野火災の多くは、たき火、火入れ、たばこの投げ捨

てにより火災が発生していますので、次のことに注

意してください。

①風が強い時や空気が乾燥している時は、たき火、

火入れ、野焼きはしない②燃え広がりやすい枯草な

どのある場所では、野焼き、たき火をしない③野焼

きやたき火は一人で行わず、消防署に届け出て、少

量ずつ燃やし、必ず水など消火の備えをする④山に

入る時はたばこを吸わない

■問い合わせ　宮古消防署（☎62-5533）

◇「手をあげて じぶんでまもろう いのちのあいず」４月６日㈫〜15日㈭は春の全国交通安全運動期間
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市内商品内容量の計量モニター募集
市産業支援センター

　正しい計量の普及と啓発のため、市内で購入した

商品の内容量の検査に協力いただける「計量モニ

ター」を募集します。

■説明会日時／会場　５月21日㈮午後１時30分／

イーストピアみやこ２階創作スタジオ

■職務内容　普段の買い物で購入した肉・魚・野菜・

粉・めん類などの内容量を、貸与するはかりで計量・

記録し、市へ報告する

■対象　世帯員２人以上の主婦（夫）で説明会に出

席できる人

■募集人数　先着５人（未経験者優先）

■任期／謝礼金　５月22日㈯～６月21日㈪／５千円

■申込期限　４月23日㈮

※受け付け時間は午前８時30分～午後５時

■申し込み　市産業支援センター商業労政係（☎

68-9067）

山﨑敏和・田村寿子＝下町（津軽石）

国民年金保険料の学生納付特例制度のお知らせ
宮古年金事務所　ほか

　国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満の全て

の人に加入義務があります。ただし、学生である期

間は、本人の所得が一定以下の場合、保険料の納付

が猶予される「学生納付特例制度」があります。

　猶予期間は４月から翌年３月までの１年間となりま

す。翌年度も在学予定の場合は４月初めに再申請の

用紙が届きますので、引き続き希望する場合は、必

要事項を記入の上、申請してください。また、学生

納付特例の期間は、将来受け取る年金額に反映され

ません。将来受け取る年金を増額するために、後か

ら納付することをお勧めします。

■申請受付場所　市総合窓口課（市役所１階）、各総

合事務所、各出張所、宮古年金事務所（太田一丁目

７の12）

■用意するもの　在学証明書（原本）または有効期

限や学年の記載された学生証、基礎年金番号が分か

るもの

■留意事項　①本制度は、毎年度手続きが必要です。

②過去２年分（２年１カ月前）までさかのぼって手続

きをすることができます。③猶予の承認期間中の保

険料については、10年以内であればさかのぼって納

めることができます。保険料を納めると、将来受け

遺跡調査報告書の公開を始めました
市埋蔵文化財センター

　市が刊行した遺跡調査報告書を市ホームペー

ジ（Bhttps://www.city.miyako.iwate.jp/

bnka/bunka.html）で公開します。先人の暮

らしぶりを伝える遺跡の情報が気軽に閲覧

できます。遺跡が意外に身近にあり、多種多様な出

土品から宮古地域が昔から文化的で豊かであったこ

とが見えてきます。ぜひ閲覧ください。

■問い合わせ　市埋蔵文化財センター（☎65-7527）

取る年金額が増えます。④猶予の承認期間中は障害

基礎年金や遺族基礎年金の受給要件にも該当します

ので、万が一の時も安心です。

■問い合わせ　宮古年金事務所（☎62-1963）　市総

合窓口課市民窓口係（☎68-9077）

千葉　優・　原由紀＝上荒谷



お知 らせ
●宮 古 市 役 所　☎62−2111
　（宮町一丁目１の30、イーストピアみやこ内）

●田老総合事務所   ☎87−2111
●新里総合事務所   ☎72−2111
●川井総合事務所   ☎76−2111

人口と世帯
  ※３月１日現在
　※（）内は前月との比較

人　口 男 女 世　帯

50,422人 24,251人 26,171人 23,389

（−68） （−19） （−49） （−15）

人口のうごき
　※２月１日〜28日

出　生 死　亡 転　入 転　出

27人 73人 55人 77人

「安庭山荘」４月８日㈭から今年の営業開始
市新里総合事務所

■料金　【２時間以内（入浴１回）】400円（60歳以

上の市民＝300円、小学生＝200円）【２時間以上（繰

り返し入浴可）】910円（60歳以上の市民＝610円、

小学生＝450円）

■送迎　10人以上の団体は送迎します（要予約）

■問い合わせ　市新里総合事務所住民生活係（☎

72-2114）
スマートフォン決済アプリを利用して市税などが納付できます

市税務課　ほか

　令和３年４月から、スマートフォンのアプリを利

用して市税などが納付できるようになります。

　納付書に記載された納期限内であれば、納付書の

バーコードを読み取るだけで、自宅などからいつで

も納付ができます。

■対象となる市税など

　固定資産税、市県民税普通徴収、軽自動車税（種

別割）、国民健康保険税、上下水道料金

■市税などが納付できるスマートフォンアプリの種類

　ＬＩＮＥ　Ｐａｙ（ラインペイ）、ＰａｙＰａｙ（ペ

イペイ）、ＰａｙＢ（ペイビー）

■スマートフォン決済の注意事項

①領収書は発行されません。領収書が必要な場合は、

金融機関、コンビニエンスストア、市役所などの窓

口で納付してください②納税証明書などの発行は納

付情報を確認できた日以後しかできません。納付確

認には、２週間程度かかる場合があります③納付書

に添付されている軽自動車納税証明書は利用できま

せん。市役所、各総合事務所、各出張所で申請すれ

ば無料で交付となります

■問い合わせ　【市税】　税務課収納係（☎68-9074）

【上下水道料金】　経営課料金係（☎63-1115）
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手話を学び、地域に貢献してみませんか？
市福祉課

　手話奉仕員養成講座（今年度は、入門課程のみ）

を開催し、受講生を募集します。

■期日　５月20日㈭～令和４年３月17日㈭までの間

の木曜日（全21回）

■時間　午後１時30分〜３時10分

里親として子どもの成長を応援しませんか？
岩手県宮古児童相談所

　さまざまな事情により家庭で生活を送ることがで

きないなど、心配な日々を送る子どもがいます。そ

のような子どもが毎日を安心して生活できるように、

家に迎え入れて養育する里親制度があります。子ど

もたちの健やかな成長を応援しませんか？

　「里親のことをもっと詳しく知りたい」など、少し

でも興味がありましたら下記まで問い合わせてくだ

さい。

【特にお願いしたい人】乳幼児や中高生を受け入れで

きる人

　５月から６月にかけて里親になるための養育里親・

養子縁組里親研修を開催予定です。関心のある人は

下記まで問い合せてください。

■問い合わせ　岩手県宮古児童相談所（☎62-4059）

市民交流センターの開館時間の変更
市民交流センター

　４月１日㈭から、市民交流センターの開館時間を

変更します。

■問い合わせ　市環境生活課市民交流センター

（イーストピアみやこ２階事務室、☎63-4166）

宮古市再生可能エネルギー推進会議委員を公募
市エネルギー推進課

　市は、宮古市再生可能エネルギービジョンに掲げ

る基本目標の達成に向けた取組みに関し意見などを

求めるため、推進会議委員を募集します。

■募集人数　３人

■応募条件　次の条件を全て満たす人。

①令和３年４月１日現在で満18歳以上の人②市内に

引き続き３カ月以上住所を有している人③市の他の

審議会などの委員を３つ以上兼職していない人④再

生可能エネルギーに関心があり、年４回程度開催す

る推進会議に出席できる人

■任期　任命の日から２年間

■申し込み方法　応募用紙と小論文「私が描く2050

年の宮古市」（600字程度）を持参・郵送・ファクス・

メールで提出してください。応募用紙は、エネルギー

推進課（市役所４階）で配布するほか、市ホームペー

ジ（Bhttps://www.city.miyako.iwate.jp/

energy/saieneiinkoubo.html）からダウンロー

ドできます。

■申込期限　４月23日㈮必着

■申し込み　市エネルギー推進課エネルギー推進

係（〒027-8501住 所 不 要、☎68-9079、f63-9114、

Cenergy@city.miyako.iwate.jp）

変更前 変更後

午前９時〜午後９時 30 分 午前９時〜午後９時

※教科で若干時間が異なります

■場所　イーストピアみやこ

■対象　宮古市在住の18歳以上の人

■募集人数　10人程度

■参加料　無料（ただし、テキスト代3,240円は自

己負担となります）

■申込期限　４月16日㈮

■申し込み　市福祉課障がい福祉係（☎68-9135）
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春の暖かさを感じる今日この頃、皆さ

んいかがお過ごしですか。進学や就職・

転勤などにより、環境が大きく変わったとい

う方、良いスタートは切れましたでしょうか。

　みやこハーバーラジオでは、ひるなび826

日替わりコーナー「あなたも挑戦！みやこク

イズ！」を毎週木曜日、午後１時ごろから放

送しています。このコーナーでは、宮古に関

する問題を毎週一問出題しています。宮古市

で行われているイベントをはじめ、宮古市の

文化・歴史・自然に至るまで幅広いジャンル

の問題を出題しています。例えば「今年１月

に重茂地区にオープンした宮古市重茂水産体

験交流館の愛称は、次のうちどれでしょうか」

①やっしょまかしょ ②えんやぁどっと ③
やーやどー

　皆さんお分かりですか？答えは②の「えん

やぁどっと」です。クイズに挑戦して、宮古

のあるある・宮古の魅力を再発見しましょう。

正解は、次の週の「あなたも挑戦！みやこク

イズ！」で発表いたします。皆さんの挑戦を、

今週もお待ちしております。

ススタタジジ オオ かからら

●「みやこハーバーラジオ」放送中！

　FMラジオ【82.6MHz】

● イ ン タ ー ネ ッ ト の「 リ ス ラ ジ

（ListenRadio)」（Ahttp://listenradio.

jp)や「サイマルラジオ」（Asimulradio.

info/)でもお聴きいただけます。

※川井地域は川井テレビ（11ch）で放送

中です

●お便り・ファクス・メールおまちしています

　〒027−0076宮古市栄町３−35 キャトル４階

　みやこハーバーラジオ宛て

　f77−3936　　C826@miyakofm.com

■問い合わせ　宮古エフエム放送（☎77−3399）
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円
（
補
助
金
総
額
は
４
０
０
万
円
）

※
他
か
ら
補
助
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

額
を
減
額

■
募
集
期
限　

４
月
26
日
㈪

■
応
募
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。
申
請
書

は
市
教
育
委
員
会
総
務
課
（
市
役
所
３

階
）、
田
老
・
新
里
・
川
井
の
各
総
合

事
務
所
で
配
布

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ah

t
t
p
s
:
/
/

w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
i
y
a
k
o
.
i
w
a
t
e
.

j
p
/
k
y
o
u
i
k
u
/
k
y
o
u
i
k
u
_

s
h
i
n
n
k
o
u
k
i
k
i
n
n
_
h
o
j
y
o
_

b
o
s
y
u
u
.
h
t
m
l

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

■
事
業
の
採
択　

教
育
振
興
基
金
審
査

委
員
会
で
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す

■
応
募
先　

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総

務
係
（
〒
０
２
７
・
８
５
０
１
住
所
不

要
、
☎
�
９
１
１
４
）

生
き
る
力
を
育
む
事
業
補
助
金

活
用
事
業
を
募
集
し
ま
す
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俳
句
に
親
し
む

市長の市長のひとり言ひとり言

　［わらじ］や［つまご］は、稲
いな

わらで作られた昔のはき物

の代表です。［わらじ］は夏場の山仕事や遠出をする時に、［つ

まご］は雪の季節の山仕事、あるいは味噌作りで熱い豆を

踏みつぶす作業の時など、どちらも日常生活で足を守るは

き物としてなくてはならないものでした。

　北上山地では、夏場の冷涼な気候や、平地が少な

い土地の条件のため、水田が開かれたのは終戦後とい

うところがほとんどです。それ以前は、購入した米俵

をほどいたり、水田のある地域から譲り受けたりして

稲わらを手に入れました。苦労してまで稲わらにこだ

わったのは、はき物の素材として保温性に優れている

からです。他に、家の内外ではく［ぞうり］や、蹄
ひづめ

を

守るため牛馬にはかせた［わらじ］もわら製です。

　当館では、昔の道具についての技術や情報を伝えて

いきたいと、もの作りの体験教室を企画しています。

日常生活で［わらぞうり］をはく機会はほとんどないと思

いますが、［布ぞうり］はいかがでしょう。家の中ではくこ

とができる［布ぞうり］を作る体験講座は、今年も夏と冬

に開催する予定です。

稲わらで作られたさまざまなはき物
（左上から［すんべ］［わらじ］［ウマ
のわらじ］左下から［ぞうり］［つの
ぞうり］［つまご］、当館蔵）

布ぞうりを作る様子（令和2年
度の布ぞうり作り教室の様子。
当館開催）

市教育委員会文化課　編

ふるさと博物館

　東日本大震災の発災から10年が経ちました。災害への

備えを忘れないよう、市では毎年３月11日に津波避難訓練

を行っています。今年は日本海溝・千島海溝沿いで想定さ

れる最大クラスの地震と津波による訓練を実施しました。

　津軽石川では、市役所からの遠隔操作による水門の閉

鎖訓練を行いました。しっかり閉まることを確認でき、ホッ

としました。

　赤前小学校では、参加者の体温測定や手指消毒など、

新型コロナウイルス感染症対策を取り入れた初めての避

難所開設訓練を実施しました。発熱した方などに使う簡易

パーテーションの設置も行われ、参加者からは「周りと隔

離されていて安心」「暖かい」「ベットの寝心地がいい」な

どの声をいただきました。「宮蘭フェリー」で繋がる隣町・

北海道室蘭市からは町内会連合会の方々が訓練の視察を

されていました。室蘭市とは災害時の支援協定を締結して

おります。こうした絆が続いていることを頼もしく思います。

　午後には「宮古市東日本大震災追悼式」を行いました。

コロナ対策で規模を縮小しての実施でしたが、10年の歳月

を振り返りながら、お亡くなりになっ

た方 の々ご冥福をお祈りしました。

　津波で大切な人を突然失う悲

しみは、もう誰にも経験してほし

くありません。そのためには何よ

り訓練、訓練です。備えましょう。

みんなで。
避難訓練の様子を確認す
る山本宮古市長

◆次の季題「蒲
た ん ぽ ぽ

公英」「春
はるかもめ

鷗」※４月５日㈪必着

◆応募は一人３句までです。◆いただいた句を添削す

ることがあります。◆はがきまたは封書で、句のほかに

住所、氏名、ふりがな、電話番号を書いて、〒027−8501（住

所不要）宮古市役所「広報みやこ」係へ応募してください。

◆今回の投稿者は35人でした。ありがとうございました。

季
題
「
鰊

に
し
ん

」「
春は

る
し
ょ
う
じ

障
子
」

さ
い
と
う
白
沙　

選

【
特
選
】

配
達
夫
横
切
る
影
や
春
障
子

岩
泉
美
佳
子

　
　
　

評
＝
障
子
に
移
る
影
を
捉
え
、
春
の

　
　
　
　
　

明
る
さ
と
同
時
に
作
者
の
心
理

　
　
　
　
　

を
う
ま
く
詠
み
こ
ん
で
い
る
。

岸
浜
の
白
き
濁
り
や
鰊
群く

来き

太
田
屋
　
滋

　
　
　

評
＝
光
景
は
鰊
の
大
群
に
よ
る
命
の

　
　
　
　
　

バ
ト
ン—

パ
ス
。
し
か
し
、
近

　
　
　
　
　

年
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

　
　
　
　
　

た
と
い
う
。

【
入
選
】

日
本
海
に
し
ん
に
湧
き
し
日
の
遠
く

加
藤
信
子

七
輪
で
炙
る
に
し
ん
の
干
物
か
な

金
沢
光
郎

独
り
居
の
身
の
気
楽
さ
や
春
障
子

佐
々
木
俊
子

小
骨
よ
け
食
す
夕
餉
や
焼
き
鰊

齋
藤
大
弓

鰊
焼
き
父
の
ご
つ
い
手
思
い
出
す

坂
下
由
美
子

ま
ど
ろ
め
ば
亡
き
母
の
影
春
障
子

橘
　
さ
つ
き

お
さ
な
児
の
影
絵
の
犬
よ
春
障
子

永
田
ハ
ナ

や
わ
ら
か
き
目
覚
め
の
光
春
障
子

長
塚
忠
雄

【選者より】○歳時記を活用しましょう。表記は仮名、漢字どちらでも。
○小中高生の作品歓迎。学年明記、他は一般に準じます。
◇選者詠「水門のいまだ未完や雪濁り　白沙」

「 昔 の は き 物 」
北上山地民俗資料館の資料紹介



◎

◎

集

後

記

編

▲

◎

◎

田老防潮堤で犠牲者を追悼する参加者

宮古市東日本大震災追悼式で献花を行う参列者

ライトアップされた浄土ヶ浜遊覧船の前
でスカイランタンを飛ばす参加者

犠牲となった方々への供養
を行いました

三陸鉄道の車内で黙祷する
乗客
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報

令
和
３
年
４
月
１
日

№
375

■
発
行
　
宮
古
市
　
　
　
■
編
集
　
企
画
部
企
画
課
　
　
　
■
印
刷
　
株
式
会
社
文
化
印
刷

〒
027 −8501岩

手
県
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
１
番
30号

、
☎
0193 −62 −2111、

FAX0193 −63 −9114

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク

http://www.facebook.
com/city.miyako

ツ
イ
ッ
タ

ー
http://www.twitter.
com/miyako_city

マチイロ

(iOS) (Android)

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

https://www.instagram.
com/tokotonmiyako/

▼
東
日
本
大
震
災
時
、
避
難
所
や
被
災

地
で
奮
闘
す
る
行
政
職
員
、
自
衛
隊
、
警

察
な
ど
の
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
た

ち
の
姿
を
見
て
、
直
に
〝
人
の
た
め
に
な

る
仕
事
が
し
た
い
〟
と
思
い
今
の
仕
事
に

就
き
ま
し
た
。
震
災
を
通
し
て
抱
い
た
思

い
を
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に
前
向
き
に
精

一
杯
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。【
道
】

目の不自由な方に広報などのCD（デ

イジー）を無料で貸し出しています

（宮古音声訳の会☎兼f72−2537）。

耳の不自由な方など記事への問い

合わせが電話だと難しい方は、市企

画課広報係へファクスまたはメー

ルで問い合わせてください。

【ファクスでの問い合わせ】

　f63−9114

【メールでの問い合わせ】

　Cinfo@city.miyako.iwate.jp

▼
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
を
取
材
。
私

は
10
年
前
は
宮
古
に
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
市
役
所
に
就
職
し
、
当
時
の
話
を
聞

く
度
に
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
苦
労

が
あ
っ
た
ん
だ
な
、
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

復
興
が
進
ん
だ
今
、
支
援
へ
の
感
謝
と
被

災
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
き
た
皆
さ
ん
へ
の

尊
敬
の
念
を
改
め
て
抱
き
ま
し
た
。
【
元
】

ホームページ
https://www.city.

miyako.iwate.jp

東日本大震災追悼東日本大震災追悼
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
合
わ
せ
て
、
市
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
犠
牲
者
へ
の
追
悼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
に
は
、
田
老
防
潮
堤
で
黒
森
神
楽
保
存
会
に
よ
る
東
日

本
大
震
災
の
犠
牲
者
追
悼
の
神
楽
念
仏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
に
は
、
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
が
市
民
文
化
会

館
で
実
施
さ
れ
、
約
３
５
０
人
の
参
列
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
祈
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
10
年
間
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

三
陸
鉄
道
で
は
、
閉
伊
川
橋
梁
の
上
で
一
時
停
止
し
、
乗
客
は
祈
り

を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。
田
老
防
潮
堤
で
は
、
集
ま
っ
た
６
０
０
人
が

犠
牲
者
を
追
悼
し
、
風
船
を
空
に
飛
ば
し
ま
し
た
。
午
後
７
時
に
は
、

浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
発
着
所
で
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
鎮
魂
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
中
川
太
治
の
会
に
よ
る
演
舞
と
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
灯
火

式
で
犠
牲
者
を
悼
み
ま
し
た
。

▼
千
徳
小
学
校
児
童
の
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
を
取
材
（
23
㌻
参
照
）。
目
標
を
立
て
、

や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
人
は

年
齢
を
問
わ
ず
、
聡
明
さ
が
目
や
言
葉
に

宿
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
に
対
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
敬
語
で
話
し
た
く

な
る
よ
う
な
時
が
あ
り
、
そ
の
度
に
宮
古

の
将
来
は
明
る
い
な
と
思
い
ま
し
た
。【
東
】




